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「勧業年報」等による郡別米麦データファイル

　　　　　　　　　　　一明治11～45年一

一「勧業年報」によるデータベース編成事業報告書　（5）

　　　　　　　　大井博：美

1982年3月

一橋大学経済研究所

日本経済統計文献センター
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統計資料シリーズの発刊に際して

　日本経済統計文献センターは，1971年以来統計データの整備・加工・システム化について新

しい活動を開始した。この活動は，1800年代以降の日本経済に関する統計資料の発掘所在調査

を行い，統計原データを一定の基準において連続する系列として整理採録し，またこれらのデ

ータを加工して経済分析上有用な統計量を推計し，さらにそれらをシステム化してデータ・パ

ンクとしての機能を発揮し，すべての研究者に情報を提供して共同利用の実を上げることを目

標としている。

　このようなセンターの活動にともなって，統計文献に関する調査や統計データの整備・開発

が行われるが，それらの成果を発表し，広く統計データ利用者の便宜に供することとした。こ

こに「統計資料シリーズ」として発表するものがそれである。

　上述のセンターの活動には，その対象によっては，きわめて長期間の作業を必要とするもの

もあるし，また比較的短期間にそれを完了することのできるものもあり，作業成果は必ずしも

定期的にえられるわけではない。したがって，このシリーズは定期的に刊行するわけではなく，

センターの活動の進展にともなV》成果のまとまった段階で随時発表する予定である。

1972年12月8日

日本経済統計文献センター長

　　　　　石　　川　　　　　滋
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は し が き

　本作業は，昭和54年度以来3年に亘って行われてきた当文献センターの特別事業「勧業年報

の収集と再集計による玉TESデータ・ベースの拡充と補充」の一環として行われたものである。

本作業の特徴は，この分野で従来行われてきた，全国レベルでの県単位分析とテスト・ケース

としての町村単位分析との接続を可能にするべく全国レベル・郡単位でデータ・ファイルを作

成した点にある。

　ただ今回は，作業計画段階から，全府県，全対象期間（明治11～45年）のデータの入力を予

定していた為に，ある程度の資料の蒐集をまって作業を開始せざるを得なかったことから時日

に制約を受け，当初の予定通りの作業を終了し得なかった。次回の作業に待つべき点というの

は次の3点である。

1．北海道，沖縄を対象からはずしたこと

2．麦データ44府県中20忠直が未収録であること

3．このデータ・ファイルの全国分析をなし得なかったこと

　ファイル作成の基礎作業であるデータの転記には，平原美智子，井筒政子，山岸恵美，富岡

直子の皆さんに御協力いただいた。また，このファイル編成作業にあたっては，本研究所計算

機室の杉山文子助手の協力を得ている。

　今回の作業においては，計画段階から，当研究所の梅村又次教授と溝口敏行センター主任に

御指導いただいた。当センター事務部門には資料の蒐集だけでなく，作業期間を通じて，様々

な協力と助言を得た。

皆様に厚く御礼申しあげる。

1982年3月

大　　井　　博　　美
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勧業年報等による郡別米麦データファイル

　　一目的・作業概要・結果の要約一
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第1章　データ・ファイル作成の目的と概要

第1節　目　的

　この「勧業年報」等による郡別米・麦データ・ファイルは，当初米ファイルの作成から作業を開始した。

米ファイルは明治期の日本農業の成長過程を，米作反収を手がかりとして農業の技術進歩の普及度を分

析することを目標としている。これは従来行われてきた県単位の分析から郡単位に視点を移したとき，

どのような問題が生ずるかの実験的な試みとして作成したものである。また，従来本文献センター実験

作業室が，経済研究所電子計算機室の協力を得て行ってきた各種統計のデータ・ファイル化作業の一環

でもあるが，郡県までおりた例は初めてであり，今後の研究の予備作業的な側面も持っている。

　ところで，農業の技術進歩の普及過程についての問題は，次の2つの接近法による議論があった。1

つは数量経済の立場からの県単位の分析であり，もう1つは経済史家を中心とした町村是データによる

村落単位のケーススタディである。この2つは，相互補完的な性格のものであるにもかかわらず，その

総合的な分析は行われてこなかった。この間を繋ぐものとして，また実行可能な作業量であることから，

郡単位でのデータ・ファイルの作成は重要な意味を持っている。

　稲作は，明治期の日本の農業の基幹的生産部門であり，米の反収が，土地生産性を通して，農業の総

合生産性を規定するものであるといわれており，先の目的に照らして，農業の技術進歩を米の反収を指
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

標として分析するという試みは，第1次接近として許容される方法であろうと考える。

　また，土地生産性が農業部門の総合生産性に貢献する度合が非農業部門のそれに対するよりもより

高く推移するということが少なくともこの期間に妥当であったならば，郡別データの作成は，農業の

稲作部門について作成されるべきであろうと考える。しかし，明治期においても非稲作部門の相対的重

要性は高まる傾向を見せており，この作業でも対象品目を拡大する意図はありながら，時間の制約上

断念せざるを得なかった。

　ただ，稲に次ぐ当時の全国的な重要産品である麦に関しては，大麦・小麦・裸麦の三野について，東

北・関東・四国・九州等の24県分の米と同系列のデータを，電算機に入力済みである。しかし，このデー

タについてはなお吟味の余地を残しており，今回のこの報告書の中には附録の形でしか納めることはで

きなかった。

　郡別米麦データ・ファイルの作成にあたっては，郡単位の数値が時系列として得られる府県総括統計

書のうち，より基本的な性格が強いとされる勧業年報を優先的にとりあげ，その入手不可能な部分を府
　　　　　　　　　　　　　　　　2）

県統計書で補うという方法を用いた。ただ，本来ならぼ詳細に行われるべきであるこの2つの文献の連
　　　　　　　　　　　　　　　　3）

続性を郡別データについて吟味する作業は，府県ベースのそれに比して何倍かの時日を要することとな

る為，今回は時間の制約からなし得なかった。この問題については，後で触れたい。
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　また，産出データとしては，数量及び価額がファイルされているが，産出価額に関するデータは得ら

れる年次と県が極めて限定されていることから，その使用範囲は著しく制約されることとなろう。

第2節データ・ファイルの構成

　この「勧業年報等による郡別米麦データ・ファイル」は「数値ファイル」と「郡に関するファイル」

の2つの部分から成っている。共に対象期間は，明治11年から45年の35年間であり，対象地域は北海道

・沖縄を除く日本全国である。なお，今回の作業から北海道と沖縄を除いたのは，全く時間の制約に因

るものである。
　　　　　　4）

　「数値ファイル」は，県・郡別に年次の若い順に作成されており，農産品目（表1参照），その収穫

量（単位石　　5））詐付面積（鞄唇）・価勢総額又は1石当りの価額；戦円）・及び当該年次の当該

品目の典拠，以上の情報を持っている。

表1 農産品目コードー覧

100 米 200 麦

101 早　稲

102 中　稲 210 大 麦

103 晩　稲 211 大麦（田）

212 大麦（畑）

，るち

110 梗 米（水稲）

111 早　稲 220 裸 麦

112 中　稲 221 裸麦（田）

113 晩　稲 222 裸麦（畑）

もち

120 儒 米（水稲） 230 小 麦

231 小麦（田）

帥 ぼ

130 陸 稲 232 小麦（畑）

131 梗米

132 儒　米 240 西 洋　麦

2．41 西洋大麦

140 赤 米 242 西洋小麦

※大分県M11年の野稲米は陸稲として扱う
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　この作＝業では，採用する典拠の基準を次のように定めた。

　1．母集団……郡単位を基本とし郡単位のデータが入手できない場合は国単位，次いで県単位のデー

　　タの得られる順で採用する。

　2．農産物の品目……梗米，儒米，陸稲に3分類されているものを基本とし，この3分類別のデータ

　　が入手できない場合は，梗・儒共早・中・晩稲別，陸稲は陸回米，三編米別の分類のものを採用す

　　る。この分類も得られない場合は「米」表章のものを採用する。（但し米・儒の組み合わせ等があ

　　る。この問題については後述）従って細分類データが得られても梗・儒・陸稲別の各集計値があれ

　　ば，こちらを優先する。但し，勧業年報に細分類データが，府県統計書に3分類データがあれば，

　　勧業年報を優先する。

　上記の基準で典拠を選択し，その本の記載に従って収穫高，作付面積，価額を入力した。（第2章附

表「米データ・ファイル典拠文献一覧」参照）この典拠選択基準に関する問題点については後述する。

　一方，　「郡に関するファイル」には，この作業の対象期間（明治11年1月1日から明治45年一正し

くは大正1年一12月31日まで）に存在した郡，市及び区に関して県別に，その名称，存在期間，所属国，

統合分離の関係，その郡が他県及び他国に属していたことがある場合はその清報，同一県内の同名郡コ

ードに関する情報を持っている。この同名郡コードというのは，郡が他郡と合併しその前後同一の名称

である場合，このファイルでは合併前と後とでは別の郡として扱い，各独立のコードを持つこととなる

（第2章2節　2参照この関係は分類蛇に相当する。）が，どちらかの郡に関する情報を呼び出せば

それ以外の同名郡に関する情報も同時に呼び出せるように配慮したものである。（第2章第2節地域の

統合分離上の問題点　参照）

　このファイルでは明治45年時点の県と国の所属関係を基準に郡の関係を整理してある。そこで県の領

域が変わった場合にある特定の地域は所属する県が変わり，府県総括統計書が対象とするのは当該年次

の県域内であることから，この特定地域ではその情報を遡る場合，ある年次以前は他県の情報から呼び

出してくることとなる。

　例えば，図1は石川県の一部が分離独立することにより，その県域が狭まっていく経過を表わしたも

ので，明治14年2月に7郡が福井県の一部となり，16年5月には5郡が富山県として独立した。この分

離した郡は，当初から「郡に関するファイル」では各々福井県と富山県の所属郡として扱ってあるので，

この地域の分離前のコードをデータの収録時に次のように処理した。まず石川県の府県総括統計書から

収録したことから石川県のコード17に余備コードを付し，その上で後の所属県である福井県及び富山県

で分類されている郡コードを組みあわせた。
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明治 12 13 14 12月15 165月 年
t（府県コード）　（郡コード）

17　　　　　　　　　　1

2

3

4

5

6
石川県

石川県 石川県

7

8

9

10
11
12

17余備コード（2）13

15
11 富山県

3 M16．5月から

5
県コード16

17余備コード（3）　6

5

12
13 福井県の一・部へ

9 M142月から県
コード18

11
7

図　　1

　この2つのファイルを繋ぐのは，アイテムナンバー化した郡コードによっており，「郡に関するファ

イルは，数値部と切り離した独自の利用が可能である。

　この郡別データ・ファイルは，内閣統計局編纂「第1編　自明治4年11月至同41年12月　府県及北海

道境域沿革図表」（以後「沿革図表」と略称する）を基本に，日本加除出版「明治22年から現在までの

全国市町村名変遷総覧一新旧対照表付一」により郡の存在期間，所属国，統合分離の関係を，さら

に『日本地域区分表（国県郡市町村）』国立国分図書館編「図書館研究シリーズ　％2」森清により郡

名の読みを，また両者についての補填部分を吉田東伍「増補大日本地名辞書（全八巻）」によって補っ

た。

注

1）　この県の単位の分析は，速水佑次郎「日本農業の成長過程」（昭和48年　創立社）第2章，第6章に詳し

　　い0

2）　松田芳郎編「統計資料シリーズ％15明治期府県の総括統計書解題一「勧業年報」によるデータベース

　　編成事業報告（1）一」
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3）　　「附表1　米データ・ファイル典拠文献一覧」参照

4）　琉球藩は明治12年4月4日輪廓付太政官布告第14号により沖縄県となった。北海道は明治15年2月28日輪

　廓付内務卿連署太政官布告第15号により，根室・函館・札幌の3県が置かれ，その後明治19年1月26日付の

　布告第1号によりこの3県を廃して北海道庁を置くこととなる。

　　農商務統計様式の対象となるのは，北海道は明治19年からであるが，沖縄はずっと遅れた明治27年の同様

　式改正後のことである。しかし，米穀の生産統計からだけ沖縄の地位を検討するならば，次の表に掲げた通

　　り，全国的にみて最下位グループに属するにい違いないが，農商務統計表での収穫量最下位県の北海道を上

　回わることからも，決して無視できる値ではない。因に，明治16年と21年は，「農商務統計表」と沖縄県の

　府県総括統計書の両方が入手できる最も初期の2年ということで選択しここに掲げた。

全国計 東　　京 北海道 沖　　縄

明治16年 梗 15655561石 152009石 18529石

12594431反 113279反 39817反

儒 2325404石， 209玉0石 19357石

2328145反 16091反 3111反

資料「公報号外　農商務統計表」明治19年6月刊 「明治26年沖縄県統計

書」 明治28年7月刊

明治21年 梗 35401054石 161355石 13304石 35277石

24404737反 110642反 19114反 48176反
橘 3039251石 27037石 1062石 4069石

2193208反 18623反 1615反 3727反

資料「第4次農商務統計表」明治23年10月刊 「明治16年沖縄県統計

書」 明治21年3月刊

5）　単位石，小数点以下2位まで。

6）　単位反，小数点以下1位まで。

7）　総価額の場合は小数点以下2位まで，1石あたりの価額の場合は小数点以下3位まで。また，総価額と1

　石あたりの価額の両方が記載されている場合は，前者を優先する。
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第2章　ファイル作成上の問題点

第1節　問題の概要

　この郡別米麦データ・ファイルの作成にあたり，その過程で種々の問題が生じた。1つは郡別データ・

ファイルを作成することにより生じた，従来行われてきた県単位の場合よりもより煩雑な地域の統合分

離の処理についてのものである。もう1つは典拠本に関する問題であり，これは勧業年報及び府県統計

書自身に起因し，さらに相互のチェックなしに前者の欠落分を後者で補足したことから生じた。ここで

発生したいくつかの間題とその処理について（1）地域の統合分離，（2）典拠本に関する問題，の2つに

分けて，以下述べることとする。ただ，この諸問題の大部分については今後の研究に待つところが多く，

後の研究の為に列挙するにとどまっている。

第2節　地域の統合分離により生ずる問題点

1．ファイルの作成と地方制度

　地域の統合分離の問題は，地方制度史と深いかかわりを持つ。明治時代の地方制度の一番の混乱

期である明治10年以前を今回の作業対象から除外しており，明治11年時点ではいくつかの例外はあ

　りながらも今日の県の分布の基本はほぼできあがっているといえよう。

　　明治11年7月太政官から，三新法と総称される郡区町村編成法，府県会規則，地方税規則が公布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　され地方自治制度の近代化への第一歩を踏み出すこととなった。この郡区町村編成法によって制定

　された区は，それまでの大回小区制とは異なり，特定区域に対する設置であった。郡区町村編成法

の第4条に「三府五港其他人民輻湊ノ他ハ別ニー匪トナシ其三三ナル者ハ匿分シテ数匿トナス」と

あり，この制度の下で区を数区に分回する場合に，これを一括する名称は付けないこととなってい

た。この区は某県某区として郡と同位置に置かれ，明治22年以降の市に相当するものである。

　　「郡に関するファイル」では，区及び市に関するコードは単に郡コードの変種と考え，郡との扱

いに差は設けないこととした。

　　この郡区町村編成法の制定により全国各地で実際に郡の再編成，区の設置が行われるのは，明治

13年5月以降のことである。

　なお，京都については，　「沿革図表」によれば，明治13年5月5日「宇治葛野愛宕紀伊ノ内」から上京区と下

　京区が成立したことがあるが，先の4郡と上京・下京の2つの関係が明示されていないので，京都府から刊行さ

れた「京都府市町村合併史」　「付録　明治22京都府管内図1（山城）」　「附録京都市地図」を検討し，一応便

宜的に次のように処理しておく。
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　　上京区：愛宕，葛野，宇治の一部より成る。

　　下京区：紀伊，葛野，宇治の一部より成る。

　一応三新法はこのように近代的地方制度への第一歩としての役割りを果したとはいえ，形式から

しても郡区町村編成法は6条（明治13年に第7，8，9，条追加），府県会規則は35条，地方税規則は7

条から成る簡単なものでしかなく，本格的な近代的地方制度の成立は，明治20年代になってからの

ことである。明治21年4月17日付法律第1号により「市制・町村制」が，明治23年5月17日付法律

第35号により「府県制」が，明治23年5月17日付法律第36号により「郡制」が，新たに制定される

こととなった。

　明治21年の市制第一条で「此法律ハ市街ニシテ郡ノ匪域二属セス別二市ト為スノ地二施行スルモ

ノトス」として，郡に対する市の区域を明らかにしている。そしてさらに明治22年2月2日内務省

告示で市制施行の対象となる36都市を指定し（表2参照），同年3月22日法律第12号で，東京・大

阪・京都に対する特例を定め，この法律の中で3市に対しては「従来ノ区ヲ存シ……（以下略）」

と区を併存して市の下に置くことを定めた。

　この郡に関するデータ・ファイルでは，市も郡・区と同じ扱いであるから，東京・大阪・京都地

域については，明治22年以降は市と区の2つの郡コード（アイテム・ナンバー）を持つことになる。

この3市を除いた33市については，一つの区からの昇格又は郡から分離しての成立形態をとってい

るので，この問題は生じない。なお明治41年名古屋市も区を並存する特例の市制となるので，この

地域も明治41年以降は2つの郡コードを持つことになるが，府県総括統計書に区表章の数値は計上

されておらず，ファイルの実行上には区部の存在は影響しない。　　　　　　r

　なお東京・大阪・京都の三市に対する特例を定めた明治22年法律第12号は明治31年に廃止される

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
がこの内容は明治31年法律第1号に対する追加として引き継がれるので，区，市及び郡に対する関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
係に変化はない。

　次いで明治32年に法律第64号府県制が，法律65号郡制が新たに制定され，府県及び郡行政に大き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
な影響をおよぼすこととなるが，この郡に関するファイルの構成に影響を及ぼすものではないので；

詳しくは触れない。

　明治44年に行われた「市町村制」の全面改正についても，このファイルの構成に重大な影響を及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
ぼすものではないので，ここではその内容には触れない。

　島填については，明治11年の「郡下町村編制法」で「此編制法ヲ施行シ難キ島喚ハ其制ヲ異ニス

ルコトヲ得」として例外としての扱いが認められ，特定の島嘆については21年の「町村制」，23年
　　　　8）
の「郡制」からも特別扱いされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　9）10）
　この作業では，郡区域に属している島喚については特別な扱いはしない。例えば，明治30年4月

1日付の鹿児島県川辺郡の硫黄島以下九島の大隅郡への編入は，単なる郡界変更とみなす。（郡界

変更については第2章第2節　参照）この鹿児島の大隅郡は明治12年に，香川県の小豆郡は小豆島
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が明治13年にそれぞれ郡となり，府県総括統計書にもこれ以降は郡として掲載されている。しかし，

明治13年以前は統計の表章単位が国となっていることでもあり，この部分の扱いについての詳細は

不明である。

まだ，東京府には，明治11年に静岡県から編入された伊豆七島，明治13年内務省から所轄を移さ

れた小笠原島があるが，共に，東京府の総括統計書に掲載されるのは10年代末のことであり，しか

も凡例に「伊豆七島二関スル部門ハ材料ノ蒐集頗ル困難ナルヲ以テ顕著ナル事実二就キ只一班ヲ示

スノミ」という注記が29年まで併載されている。また，伊豆七島・小笠原島は共に米作は石高，作

　11）
付面積共極わずかであることから，今回は，このデータ・ファイルの対象外とした。
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（
）
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②　　
　
　
　

③⑫
澤
×

和
歌
山
縣
管
下
＾
繍
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
森
管
下
爾
）

百
二
十
六
條
二
擦
り
市
制
施
行
野
里
ノ
通
指
定
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
大
臣
伯
爵
松
方
正
義

○印は区から市へ昇格した都市

×印は郡から分離独立した都市

（法令全書　第二二巻の三

明治22年　13ページに筆者が

追加記入したもの）

なお，明治22年中に，次の4市

が新たに「市」として認められ

た。

4月1日告示10号により　佐賀市

7月1日告示18号により　岐阜市

甲府市

10月1日告示24号により　鳥取市
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2．地域の統合分離

　　このファイ㌔ルのうち「数値ファイル」は，典拠本に掲載されている区域に従って当該年次の当該

県の対象区域全部の統計数値が入力されており，「郡に関するファイル」は明治45年時点の県と国

の所属関係を基本に作成されている。しかし地域の統合分離はこの作業の対象外の期間の特に明治

’10年以前の関係に影響されて様々な場合があり，それによって個別の処理が必要であった。この個

別処理は，「郡に関するファイル」を用いて「数値ファイル」を整理する場合に，不都合の生じな

いようにすることに主眼をおいた。

　　作業の対象期間（明治11年～45年）で，ファイルの作成に影…響のある地域の統合分離の問題を郡

名から整理すると次のように分類できる。

　　A　郡の統合分離

　　A1郡の名称が変わるもの（郡界に変動のない単なる郡名変更を含む）

　　A2郡の名称が変わらないもの

　　何を郡の統合分離とみなすかには，いくつかの考え万があるが，ここでは「沿革図表」を基にし

て，次のように限定して考え，郡に関するファイルを作成した。なお郡の統合分離があったと認め

　られた場合には，郡コード（アイテム・ナンバー）が変わり，それぞれの郡が独立したコードを持

つこととなる。A1の，郡の名称が変わるものについては，すべて別コードとする。従って，地域に

変更のない単なる名称変更のような場合にも変更の前と後とでは異なった郡コードを持つ。また，

明治21年の市制実施に伴う区から市への変更も別コードとする。（前掲表2　明治22年内務省告示

第1号で○印を付した都市に相当する）さきの単なる旧名変更の例としては，福島県の白河郡と白

川郡がそれぞれ西白河郡と東白川郡に，千葉の上総国埴生郡と下総国埴生郡がそれぞれ上埴生郡と

下埴生郡になった場合がある。

　A2の郡の名称が変わらない場合のうち，関係する他郡の廃止を伴う場合にはその前後に別の郡コ

　ードを付して，個別の1個の郡とみなす。下郡の廃止を伴わない地域変更の場合は郡の分離統合関

係の成立とはみなさず，単なる境界変更として別コードを設けたりはしなかった。（境界変更の問

題については後述）

　　また，ある郡で統合又は分離が行われたと認めたときにその所属県又は国の変更を伴う場合があ

　り，これもいくつかのケースに分類できる。

　　a　所属県の変更

　　　a1県の廃止があり，その地域が他県に吸収される場合

　　　a2　県の一部が分離し別の県として独立する場合

　　　a3関係する県の存在は変わらないが，県境変更としてある郡の所属県が変化する場合

　　b　所属する国が変わる場合

a1の所属する県が廃止され他県に吸収される例は，この年代では堺県が明治14年2月に大阪府に編
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入される場合だけである。この一部は奈良県として，明治20年半分離独立する（後者はa2の例）の

で，奈良県・大阪府の分析の際にこの地域は，当該年次に関して各々大阪府と山県の両方のファイ

ルからの数値の移行が必要となる。しかし，明治13年以前の大阪府及び堺県のデータは入手できな

かったので，このファイルの実行ではa1の例はない。

　a2の県の一部が分離独立する場合は以下の8例である。

明治13年3月2日

明治14年2月7日

明治14年9月12日

明治16年5月9日

明治16年5月9日

明治16年5月9日

明治20年11月10日

明治21年12月3日

高　知一→徳　島

紳一麟
島　根一一→鳥　取

石　川一一→富　町

長　崎一一一→佐　賀

鹿児島一→宮　崎

大　阪一一一→奈　良

愛　媛一→香　川

　このファイルは，明治45年時点の所属関係に基づいて作成され，アイテム・ナンバーが決定され

ているので，単に新たに県が分離独立しただけの場合の数値系列の整理は比較的簡単である。横断

面的に例えば明治15年の長崎県の数値を後の佐賀県の区域まで含めてとり出すことも，もちろん容

易である。

　問題となるのは，この県の独立分離に並行して郡の分割が行われる場合である。例えば，明治16

年5月に長崎から佐賀県が分離独立するが，これに先だち，13年5月当時の長崎の松浦郡が東松浦，

西松浦，南松浦，北松浦の4郡に分離していた。佐賀県設置に伴い，前2郡は佐賀県に，後2郡は

長崎県に属する。このように，県の分離独立前に郡の分割があった場合，分割した郡は直接前の県

の分割前の郡にi接続する。（図2）この例としては他に，明治16年に富山県が石川県から独立した

際に，明治13年に新川郡が上・下2つの新川郡に分割した場合がある。

図　2

松　浦

M13年5月 M16年5月

1

一
1

1

〈長崎県〉

東松浦

西松浦

南松浦

北松浦

〈佐賀県〉

〈長崎県〉

図　5

諸県 ?V一一［（諸県）

M16年5月　　M16年6月
　　　（諸県）　北諸県 〈宮崎県〉

南諸県 〈鹿児島県〉
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　そうではなくて，1つの郡が県の分離独立によって2つに分割され，その後にそれぞれの郡が分

割（又は署名変更）した場合，県の分離前の郡と分離後の郡とは別個の扱いとなり，この後者の郡

が分割（又は唱名変更）したとして扱う。この例は，（図3）明治16年5月鹿児島県から宮島県が

分離独立した際に諸県郡が分割し，同年6月に宮崎県の諸県郡が北諸県となった場合に相当する。

　県界変更のうちa3に含むのは郡の所属県の変更を伴う場合のみで，この例としては神奈川県多摩

郡が，西多摩，北多摩，南多摩の三郡（以降三多摩と総称する）に分割し，その後三郡とも東京府

へ編入した場合，福島県蒲原郡が東蒲原郡と名称変更し，その後新潟県へ編入した場合がある。一

方多摩郡であった地域は三多摩として東京府へ全域編入しており，また蒲原郡の他地域はもともと

新潟県に属しているので．各々東京府，新潟県の所属とする。

　b国の所属変更についてであるが，当時の国は地方自治の制度としての役割りを果たすものでは

もはやなかったが，特に明治20年以前は経済活動の範囲として依然有効であったと考えられる。ま

た府県総括統計書の表町様式に於いても，明治7年の内務省布達による物産表の様式の影響等もあ

り，国別の表明様式は，かなりあちこちにみられる。また，今回の作業対象には入れられなかった

が，明治10年以前についての分析を将来的に考慮するならば，この国別の分析の必要性はより高ま

るものと考えられる。

　郡の所属国の変更が起こる場合のパターンは所属県の変更を伴うか否かでほぼ2つに分けられる。

1つは郡が複数に分割し，そのうちのいくつかの郡の所属県に変更が生じ，その変更後の所属県の

中で郡の統合が行われたときの先の郡の区域の所属国が変更になるものである。この例としては，

ア．先のaの例にあげた鹿児島の南諸県郡（図3）が明治30年4月に東囎喚郡と合併して囎喚郡と

なる際に，この区域の日向国から大隅国への編入が行われる場合，イ．明治8年千葉県から埼玉県

へ編入した（明治10年以前の情報はこのファイルでは対象外）下総国葛飾郡が，13年に中葛飾郡と

名称変更後29年に北葛飾郡と合併し北葛飾郡となる際に，武蔵国への編入が行われる場合がある。

　もう1つのパターンは1つの県の内での郡の統廃合にかかわる当該地域の所属国の変更である。

この例はもっぱら鹿児島県内にみられ，ア．大隅国北大隅郡が明治30年に他二四と合併して薩摩国

華児島郡となる場合，イ．同年大隅国菱苅郡が北伊佐郡と合併して薩摩国伊佐郡となる場合がある。

このファイルでは，所属国が変わった地域を含む郡には，その情報が入力してある。

　郡の所属国の変更には，ここで郡の統合分離と認める場合，という限定した意味での郡の統合分

離を伴わない単なる国界変更は，含まないものとする。

　また，この国界変更で例外として処理せざるを得なかった鹿児島県大島郡について述べておく必

要があろう。島嘆が郡として成立する以前の地方制度上の扱いが不明瞭である点については前述し

たが，大島国の成立について「沿革図表」では「四月八日琉球国大島以下四島ヲ以テ大島郡ト輯シ

大隅国へ属ス」とされており，一方明治12年4月太政官布告第15号には「鹿児島県管轄大島喜界島

徳ノ島沖永良部島三論島ヲ以テ大島郡ト為シ大隅国へ被属候條旨布告候事」とあり，成立以前の所
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属関係が明らかでない。従ってこの場合は所属国の変更とはせず，島喚による郡の成立としての特

例以上の扱いをしない。

　今回の作業の内で郡界変更を原則として考慮外としたのは，この場合に実質的な意味を持った市

町村別の米の生産統計が得られない為である。このデータが府県総括統計書で全国的に得られるよ

うになるのは明治40年以降のことであり，今後の拡張の方向として，この期間だけでも郡界変更を

含めたファイルの作成が考えられよう。この三界変更を考慮外としたことから，明治45年時点の郡

域を想定して分析を行うと，特に都市の周辺部に偏りが生ずることとなろう。

　以上のことから，この郡に関するファイルを数値ファイルから切り離して使用される場合は，島

喚部と郡界については特に注意をはらわれた上でのこととされたい。

第3節典拠に関する問題点

　　さて，今回の作業では，時間の制約から，勧業年報と府県統計書の整合性等を郡別までおりて仔

細に検討することはできなかった。全体に亘り共通の問題は多く，よりどちらに多発するかをチェ

　ックし直してそれぞれの統計書に関する問題として整理できるまでに至っていない。従ってここで

は「府県総括統計書」に関する問題として一括する。

　典拠に関する問題には，1）府県総括統計書自身に内在する問題と，2）先に述べた典拠選択基

準に基づいて勧業年報と府県統計書とを，その整合性を検討することなく併用したことから生ずる

問題との両方がある。

1．府県総括統計書に内在する問題としては，〈あ）統計母集団としての地域の問題，⑭農産品目の

分類について，（う）（作付）面積に関する問題　（え）調査対象年の不整合の4つに大別できる。先

の2つの問題は，地方制度と統計様式が共に確立していなかった明治20年以前に多発する。

　　（あ）地域に関しての問題とは，明治17年以前は特に，国単位又は県単位の表章様式が圧倒的に多

　く，このデータ・ファイルの作成基準とした郡単位の数値が少なくとも刊本からは求められない場

合が多いということである。（この場合については，テスト・ケースとして，郡単位のデータの入

手できる1番近い3ケ年平均の石高と作付面積との比で各数値を求める試みを行った。）もう1つ

の地域に関する問題としては，法令上の郡の統廃合と，実行上の統計単位の不一致がある。明治13

年5月に青森県の津軽郡は，東・西・南・北・中の5つの津軽郡に分かれるが，同年の府県総括統

計書では津軽郡の単位で表章されている。栃木県の下都賀郡と寒川郡は明治22年3月に合併するが，

既に明治20，21年共この2郡は合算した値が計上されている．滋賀県では，明治30年に合併する伊

香郡と西浅井郡について明治15年の麦の作付面積だけが合算されている。（ζの場合にも，国・県

　単位の場合と同様に各郡別の値を求める試みを行った。）

　　⑭農産品目の分類に関する問題とは，品目の表記に「米」が用いられており，この内容が不明
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な場合が多いことである。この分類に「米」が用いられる場合の組みあわせば次の3通りである。

　ア．　「米」のみ

　イ．　「米」・「儒米」の組みあわせ

　ウ．　「米」・「儒米」・「陸稲」の組みあわせ

　上記の例の中で，ウの場合の「米」は「梗米」であるとして妥当であろう。しかし，アの場合は

「梗米」十「割米」又は「借米」十「編米」十「陸稲」の可能性があり，イの場合「下米」又は「梗

米」十「陸稲」の可能性が考えられる，、これは対象範囲が水稲だけであったか陸稲まで含むもので

あったかの判断による。こう考えてくると「回米」，「儒学」の組みあわせも「陸梗米」，　［陸町

彫」が含まれているのかいないのかについては不明である。（ここではこの場合は水稲のみとして

扱った。）この点を明らかにする為には，府県統計書とのチェックが不可欠であるし農商務統計表

とのチェックも必要であろう。今回の作業では，他に問題が生じた場合部分的には府県統計書と勧

業年報とのチェックをし，そこでまた更にいくつかの問題を発見した（この点については後述）。

しかし農商務統計表とのチェックは行っていない。この問題については今後の課題としたい。

　（う）面積に関しては，従来農業統計に関係する各方面から指摘のあるように，地租問題もからん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
で多くの問題がある。ここではこの問題に詳しく触れることは避け，府県総括統計書に「作付面積」

として表示のあった数値を採用し，その中で生じた問題についてだけ記しておく。この表式上の変

遷は，附録2の「表1　勧業年報及び府県統計書関係制度の変遷」　「作付面積」の項を参照され

たい。この作付面積の単位についてであるが，周知のように300歩＝1反であることから，単位が

く歩〉の場合，町・反を歩に換算したり，逆に単位が〈町〉〈反〉となっている場合に歩を町・反

に換算したりしている可能性はないであろうか。前者の場合は，前後の年次の比較で，おおよその

見当がつけられるが（この場合で，換算してあるものはなかった），後者の場合は桁も小さく，結

論を出すことはむずかしかった。従って作付面積については反単位小数点以下1位までにとどめた。

　（え）調査対象年が不明瞭な場合とは，同じデータが複数年くり返されたり，統計表の表示年と各

データの間でくい違いが生じたりする場合のことであり，どちらの場合も米については，ごくわず

かである。

　例えば茨城の信太郡は14～16年の3年間，梗・儒それぞれの収穫高・作付面積データ共同一数

値であり，同県河内郡も14・15両年信太郎と同様に梗・儒の収穫高，反別共同一数値で計上されて

いる。また，作付面積については，収穫高ほど数値に変化がないと考えた為か，富山県の上新川郡で

は明治29年から32年までの4年間，梗・編共に作付面積は同一数値であり，反当り収穫高から逆算し

た数値とは一致しないが，先の茨城の場合と共に一応このまま入力してある。さらに東京府の明治

40年代の府県統計書では，次表のように書名に表示された調査対象年と表の年次とが異なり，中の

データ自身にも不整合がある。
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（東京府）

府県統計書の表示年 　　　　　　　　　、ﾄデータの調査対象年 東京市統計書との関係

明治40年

@　41年

@　42年

@　43年

@　44年

蜷ｳ元年

明治40年

@　42年

@　43年

@　43年

@　44年

蜷ｳ元年

東京市42年データと一致

S3年と石高のみ一致

ｱの数値は不一致

結梹s44年データと一致

　　この詳細については不明であり一応本の表示に従ってデータを収録しておく。この訂正は他日を

期したい。

2．勧業年報による欠落部分を府県統計書で補った為に生じた疑問点については3つある。（a）調査

対象品目の不一致，（b）数値の不一致，（c）調査項目の不一致である。

　（a）調査品目の不一致とは（a－1）単なる品目名の不一致である場合（例えば，一方の統計書

は米・濡・陸稲，他方は梗・儒・陸稲）と，（a－2）調査対象の不一致である場合（例えば一方

の統計書は梗・儒，他方は梗・儒・陸稲）の2つの場合がある。先にあげた「米」表示に関する問

題を解決するために，2つの統計書を比較検討したが，品目の不一致と数値の不一致がしばしば同

時に生じるため，品目の内容を推定するのが困難な場合も多かった。

　（c）調査項目の不一致で一番問題なのは，一方の統計書では，収穫高と作付面積だけしか収録で

　きず，他方では金額データも得られる場合である。今回の作業では金額データに重点を置かず，先

に述べた典拠選択の基準に従ってデータを収録してあるので，典拠としなかったもう一方の府県総

括統計書によって，金額データが収録可能な場合がある。もちろんこれを収録する場合には，2つ

の統計書の収穫i高と作付面積の数値が一致しているか否かのチェックは不可欠であるが，今回は時

　日の制約もあり，典拠としたもの以外からの情報の追加は原則としては行っていない。

　勧業年報と府県統計書との間にこの3つの不一致が一度に生じている例として，山形県の明治22

年の例をあげておこう。
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山形県　明治22年 作　　付　　面　　積

府　県 統　計　書 勧業年報

梗　米 陸　稲 儒　米 計　　注 米

山　形　市 8023 1415 9438 6012

南村山郡 38214 3995 42209 40759

東村山郡 47018 5947 52965 52965

西村山郡 53447 4131 57578 57578

北村山郡 64437 498 6396 71331 71331

最　上　郡 82889 6928 89817 78613

飽　海　郡 93645 8641 102286 101278

東田川郡 133475 11290 144765 142631

西田川郡 67158 5095 72253 71352

西置賜郡 61211 6484 67695 68464
o

東置賜郡 84173 5093 89266 86602

南置賜郡 40093 2864 42958 38826

米　沢　市 4145 461 4606 4606

　　　　　　注，計は筆者による追加

　勧業年報が「米」表示で「米」の価額データがあり同年の府県統計書が梗・儒・陸稲の三分類の

表示で価額データが得られないことから，価額データを追加するべくその数値比較を試みたもので

ある。作付面積については，13郡中一致するものはわずか4郡で，あとの8郡は府県統計書が勧業

年報を上まわり，1郡だけが逆に下まわっている。収穫高については，11郡がほぼ一致し，2郡に

ついては勧業年報の値の方が大きい。明治23年は収穫i高は一致するが，作付面積は13郡中6郡が不

一致で，府県統計書の値の方が大きい。24年には，2つの統計書の数値が，作付面積，収穫高とも

一致する。

　これはほんの一例であり，作業全体を通じて，府県統計書と勧業年報の数値，品目分類等あちこ

ちに不整合がみられた。これらのことから，全体に亘る勧業年報と府県統計書の整合性のチェック

は不可欠であり，本来的には府県統計書による米麦ファイルと勧業年報によるファイルとの2つを

作成し比較検討することでこれらの問題のいくつかは，解決が可能であると考えられる。また，こ

の2つのファイルの検討によって，勧業年報と府県統計書のどちらがより根源的な資料であるかの

論争に結論が見出されるものと考えられる。
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注

1）（明治11年7月22日輪廓付）太政官布告第17号　　本書での法令の本文は特に記さない限りは内閣官報局

　　「法令全事」に依る。以下ことわり書きは付さないが同様である。

2）　　　　　　（同）　　　　　太政官布告第18号

3）　　　　　　（同）　　　　　太政官布告第19号

4）　（明治31年6月27日）法律第19号

5）　　　　　（同）　　　法律第20号

6）共に明治32年3月15日付

7）　（明治必年4月6日）法律第68号

8）明治13年第14号布告による追加条項

9）（明治21年4月17日）法律第1号　第132条

　　「此法律ハ北海道，沖縄県其他勅令ヲ以テ指定スル島撰二之ヲ施行セス別二勅令ヲ以テ其制ヲ定ム」

10）明治23年5月17日法律第36号郡制　第8う条「（前略）島司ヲ置ケル島懊二於テハ別二勅令ヲ以テ其制ヲ定司

11）東京府庁「明治29年　東京府統計書」明治30年12月刊凡例

12）この問題については，下記の書物に詳しい。

　　梅村又次ら編「長期経済統計　9　農林業」東洋経済新報社　昭和41年　76～80ページ

　　農林省統計調査部「農業統計発達史」昭和43年謄写印刷　32～53ページ
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第3章　分析のテスト・ケース
　　　一一福岡県・大分県一

　このテストケースは，この門別米麦データの利用可能性を検討する目的で試みたものであり特に経済

学的な仮説の検証を意図したものではないことを最初に断わっておかなければならない。ここでは筑紫

平野の中央に位置し当時の稲作先進県であったといわれている福岡県を中心に，その近隣で稲作後進県と

される大分県をあわせて対象地域として，農産品目コード100又は110（111十112十113を含む）十

120の数値系列を用いて，嵐嘉一「近世稲作技術史」第2章及び速水佑次郎「日本農業の成長過程」第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
6章を参考に，水稲の反収に関する分析のテストケースを試みた。地域関係を明治45年時点に存在した

福岡県23郡・大分県13郡に遡って整理した上で，それに基づいて数値系列を整理した。

　　　　　　　　明治　　　　　　　　　tl　　　　　　　　　　t（年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　郡

C　郡

B　郡

　例えば明治t1年にC郡がA郡とB郡に分かれた場合，収穫高・作付面積のそれぞれについてt1年以降

3年間のA郡とB郡の平均値の比でto年以前のC郡の値を分割し，この期間のA，　B各郡の値としてあ

る。

　先に述べたように郡界変更についてはここでいう郡の統合分離に含めていない部分があるので，後年

の郡領域を想定するとすれば，年代が遡るほど特に福岡市周辺の郡について収穫高と作付面積の値が過

大になると考えられる。

　この表は，明治45年の郡関係にあわせて整理し直した二二の反収（表3），及びこの5ケ年移動平均

の数値系列（表4）であり，増加率とは明治14年を基準とした平均反収の増加率をさす。明治30年代か

ら明治末にかけては反収の急増期であるといわれるが，3，4表から見る限りは，いくつかの郡を除くと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
一般的に明治30年代半ば以降に急増傾向が著るしく，また，初期時点で反収の低い郡の増加率が高い郡

のそれに比して小さい傾向にある。（表5）

　表4の移動平均を使った明治20年と43年，30年と43年の各県別の「水稲反収の郡別相関図」は図4の

ようになる。これからみると，福岡ではある程度の相関関係を示し，年次が近い方がより高い相関関係

を示すが，大分ではこの関係はあまり有為ではない。
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　国別の5ケ年移動平均反収とその増加率を参考までに表6とし国別単純平均反収の推移を図5として

ここに掲げておく。
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　次に速水佑次郎の県別平均反収の平均値（Y），先進県水準（U），変動係数（V）について仮定し

た関係式に倣って回帰分析を試ることをする。先進郡水準とは水稲反収の順位で，福岡，大分及び両県
　　　　　　　　　　　　　　　　5）　　6）
内の全郡それぞれについて上位5郡をとり平均したものである。表8にみられるようにUに含まれる上

位郡は各時点において異なる。

（3－1） ・
Y
耳
・
エ
h

●
u
蕨

●
v
蕨

　　　亡

＝α ﾂ
Yt－Yt－1

・
v
『

β十

Yt－1

Ut－Ut－1
Ut－1

Vt－Vt－1
Vt－1

十　γ　十　εt

γ，β，γはいずれもパラメーターでεは主として近似誤差からなりたつ誤差項であり，この式を表7

の資料にもとづいて推定した結果は表10のようになった。
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係数推定値
@　　　　　　　　（∂　　γ

α β

決定係数
推定値

W準誤差

ダービン

純gソン

搆v量

γ二〇の検定

e統計量（b）

大
分
●
福
岡
全
品

0，005 0．9296

i0．01867）

一〇．3475

i0．0222）

0．9883 0．0187 2．0613 1．3161

0 0．9324

i0．0189）

一〇．3461

i0．0227）

0，988 0．0195 1．9838

0．0022 0．9832

i0．0133）

一〇．1207

i0．0116）

0．9945 0．0067 2．3967 0．7275

大
分 0 0．9846

i0．0135）

一〇．1201

i0．0118）

0．9944 0．0069 2．3404

0．0086 0．9647

i0．0180）

一〇．2669

i0．0189）

0．9906 0．0194 1．6979 3．6466

福
岡 0 0．9697

i0．0189）

一〇．2635

i0．0199）

0．9896 0．0217 1．5373

a．括弧内は係数標準誤差

b．F＝（γを除いた場合と含めた場合の残差平方和の差）÷（γを含めた場合の平均平方和）

　判定点Fc＝4．183（5％有意水準）；7．598（1％有意水準）

Y；単純平均

U＝各対象県域内上位5郡平均

表10 （5－1）式の推定結果
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　これらのケースのいずれについてもαとβの推定値は期待された符号条件を満たし，1％水準で有意

である。定数項γは零との間に有意差が認められず，UとYとによって説明されざるトレンドがYに含

まれていないことを示している。この結果は速水が全国を対象に試みた県別推定結果に近似し，表10の

結果の方が対象地域が狭い為，技術普及のキャッチアップの対象が自県先進郡であるという推定を全国

県別のそれに比しより裏付ける値となっている。

　以上47道府県中2県のみではあるが，郡別データの利用可能性の検討としてはほぼ有意な結果を得た。

全国規模での郡別データによる分析は，今後の研究に期したい。

注

1）嵐嘉一「近世稲作技術史」農山漁村文化協会　昭和51年

2）速水佑次郎「日本農業の成長過程」創文社　　昭和48年

3）前掲注1）書　89ページ

4）表8の上位5郡は表4の5ケ年移動平均の場合の上位5郡とは対象が異なっていることに注意されたい。

5）速水佑次郎「日本農…業の成長過程」　第6章2　これ以下の記述は全面的に速水に負っている。

6）県を郡に置きかえた場合に生ずる経済学上の意味の差等検討すべき事項は多いと考えられるが，ここではあ

　　くまで実験とし単純に郡別に置きかえて計算を行ってみた。
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県別 郡コ　一　ド

1．県コード一覧

賀
崎
本
分
崎
島

　
　
　
　
　
児
堺

佐
長
熊
大
宮
鹿

1
2
3
4
5
6
7

4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
・
4

取
根
山
島
口
島
川
媛
知
歯

鳥
島
岡
広
山
徳
香
謡
曲
福

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4

浪
岡
知
重
富
盛
阪
庫
良
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌

海
面
愛
三
滋
京
大
流
血
・
和

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

玉
葉
京
舌
感
山
川
井
底
野

　
　
　
奈

埼
千
束
神
新
心
心
福
山
長

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
　
1
　
1
　
1
1
　
1
↓
　
－
ニ
　
一
　1
　
1
↓
　
0
回

道
森
法
城
田
形
島
城
木
馬

海

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

2．国コードー覧

後
向
隅
摩
球
島

　
　
　
　
　
原

　
　
　
　
　
笠

肥
日
大
薩
琉
小

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8

見
岐
作
前
中
後
芸
防
門
波
岐
予
佐
前
後
前
後
前
岐
馬

石
隠
美
備
備
備
安
周
長
阿
讃
伊
土
筑
筑
豊
豊
肥
壱
対

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8

張
河
賀
勢
摩
伊
江
城
波
後
津
泉
内
磨
馬
路
和
幡
書
雲

尾
三
伊
伊
志
紀
近
山
丹
丹
摂
和
河
播
但
淡
大
因
伯
出

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6

野
野
蔵
房
総
豆
模
中
後
渡
賀
登
狭
前
斐
濃
濃
騨
河
江

下
上
武
安
上
伊
相
越
越
佐
加
能
若
越
甲
信
美
飛
駿
遠

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4

島
志
狩
塩
見
振
高
勝
路
室
島
奥
中
前
城
後
前
代
陸
総

渡
後
石
天
北
胆
日
十
釧
根
千
陸
陸
陸
磐
羽
羽
岩
常
下

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
⊥
　
1
　
1
　
1
⊥
　
1
　1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
0
乙
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3．県別郡コード表一附，米データ収録に関する但し書き

1．郡の存在期間に（　）の付してあるのは，東京・大阪・京都・名古屋で，数区を一括して市の名

称が与えられた期間である。

2．米データ収録に関する但し書きについて，原データの吟味は本来多元的に行われる必要があるが，

今回は，数値が明らかに不可解であると思われる場合に限り，本に掲載されている「反収」，「前

年との比較」等の数値から検討した。この手続きを経て，ほぼ確実な推定と思われる値の得られる

場合にのみ，原データを訂正し，他は疑問点を書きあげるにとどめた。また，作付面積の桁まちが

いと思われるものは，これ以外でも訂正を加えた。さらに，「反収」を根拠として推計する場合に，

　収穫高又は作付面積のどちらを訂正すべきかは，前後年との比較により判断した。

3。前掲の附表1．「米データ・ファイル典拠文献一覧」のうち，0……勧業年報又は府県統計書及び

　Bに含まれるものを除く文献，B……簿冊，稿本，但し明らかに勧業年報叉は府県統計書の草稿と

考えられるものを除く一の記号のもののみ書名を書きあげた。

4　「反収」，「前年との比較」等の「」は，典拠に掲載されている項目を示す。（但し，反収，

　反あたり石高，等の項目名は「反収」に統一した。）

5　同名郡についてはユ旦ページ参照

6　年次の前についているMは明治の略

　　例　M38年→明治38年

7鮪軸晶姦曹畜・は，郡の存在期間を表わし，一→　は郡の統合分離の関係を表わす。

8　国名の前に付してある＊は，当該郡の所属国に変更があったことをあらわす。
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附録1

　麦データ・ファイルについて

附録2

　府県総括統計表式の変遷
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附録1．　麦データ・ファイルについて

　米デーコ・ファイルの作業が一応の完成をみたことから，戦前の日本において米に次ぐ重要な農産物

であった麦について，米と同様の方法で，データ・ファイルの作成を試みた。現時点では24県のデータ

を収録し得たにすぎないので，附録の形で付すことにした。

　データ収録作業が当初の予想より遅れたのは，明治27年の農商務統計様式の改正により，30年以降の

府県総括統計書が，大麦・小麦・裸麦の3麦について，各田畑別の数値を記載することになった為，デ

ータ量が，予想を大巾に上回わったことにも原因がある。

　麦データ・ファイル作成上では，米データ・ファイル作成時点で生じたのとほぼ同様の問題が発生し

ただけでなく，米データ・ファイルの時には大きな問題とならなかった固有の困難も発生した。そこで；

ここでは麦データ・ファイルに特＝有の問題だけを整理して記すこととする．その中で最も重要なものは，

府県総括統計書自身の問題であり，その根拠となる法令が改訂を重ね，各統計の「報道期限」が変化し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
たことによって生ずるものである。米麦の「報道期限」は，農商務通信規則に関していえば，明治16年

では共に3月15日であったものが，19年には米翌年1月，麦其年7月となり，27年には米翌年1月，麦
　　　　　　　　2）
三年8月と変化する。この場合，期間調整が必要となる。この問題は，厳密にいえば，米についても考

慮されるべきであるけれども，麦が二期作であることから，麦においては重大な課題となる。また，農

商務通信規則と，それを受けて各府県から郡役所等へ達として出した農商務通信手続・通信事項との間

に，様々なくい違いが見られることから，この集計時期についても，府県毎。時点毎に異なっている可

能性があり，詳細な検討を要するものと思われる。

　以下根拠法は表を参照されたい。

　また，上記のように農商務通信規則の米と表との「提出期限」にずれがあり，この提出期限がいく度か

改正されたことから，麦の統計表には調査対象年次について不可解な場合を散見する。

　1つは米麦と麦表の年次のずれがあちこちに見られることであり，期間調整の問題を除けば，注意深

くデータを読むことで誤りはさけられよう。しかし更に，この提出期限改正過程での混乱から，同じ数

値が2期くり返されたり表の統計の対象年次がわからなくなっていたりする場合もみられる。

　現在までに麦についてデータをファイル化した24県のうち，単純に年次のずれている例は，栃木・千

葉・熊本の3県にみられ，その対応関係は以下のようになる．
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（栃木）

調査年

明26

　27

　28

　米の典拠
栃木県県治概要第4回

栃木県県治一班第5回

　な　　　し

　麦の典拠
　な　　　し

栃木県県治概要第4回

栃木県県治一班第5回

（千葉）

年
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5

査
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4

調
明

　　　米の典拠
第9回　千葉県勧業年報（明治32年）

第10回　千葉県勧業年報（明治34年）

第12回　千葉県勧業年報（明治36年）

M35年　千　葉　県　統　計　書・

M36年千葉県統計書

M37年千葉県統計書
M38年千葉県統計書
M39年．千　葉　県　統　計　書

M40年　千　葉　県　統　計　書

M41年　千　葉　県　統　計　書

M42年千葉県統計書
M43年　千　葉　県　統　計　書

M44年　千　葉　県　統　計　書

M45年千葉県統計書

　　　麦の典拠
第9回　千葉県勧業年報（明治32年）

第10回　千葉県勧業年報（明治34年）

第ll回　千葉県勧業年報（明治35年）

第12回　千葉県勧業年報（明治36年）

M35年　千　葉　県　統　計　書

M36年千葉県統計書
M37年千葉県統計書
M38年千葉県統計書
M39年　千　葉　県　統　計　書

M40年　千　葉　県　統　計　書

M41年　千　葉　県　統　計　書

M42年　千　葉　県　統　計　書

M43年　千　葉　県　統　計　書

M44年　千　葉　県　統　計　書

（熊本）

明34

　35

　36

　37

　38

　39

　40

　41

　42

　43

　44

　45

M34年熊本県統計書
M35年　熊　本　県　統　計　書

M36年　熊　本　県　統　計　書

M37年熊本県統計書
M38年熊本県統計書
M39年熊本県統計書
M40年　熊　本　県　統　計　書

M41年熊本県統計書
M42年　熊　本　県　統　計　書

M43年熊本県統計書
M44年熊本県統計書
M45年熊本県統計書

M34年　熊　本　県　統　計　書

M34年熊本県統計書
M35年　熊　本　県　統　計　書

M36年熊本県統計書
M37年　熊　本　県　統　計　書

M38年　熊　本　県　統　計　書

M39年　熊　本　県　統　計　書

M40年熊本県統計書
M41年　熊　本　県　統　計　書

M42年　熊　本　県　統　計　書

M43年　熊　本　県　統　計　書

M44年　熊　本　県　統計　書
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　調査対象年次の不明なものは，（1）何年も同じデータが掲載される場合，（2）データは年次毎に異な

っていても表の調査対象年次と原データとの問に納得できない点が多い場合の2つである。（1）の場合，

⑦県全体が複数年同じデータである場合と，ω一部の郡がそうなっている場合とがあり，⑦は，秋田の

明治24・25年，富山の明治34・35年，熊本の明治19・20年，←f）は茨城の河内郡の明治14～16年等がある。

これは，その後の「累年比較」の表から，どの年のデータとみなすべきかの見当をつけられる場合もあ

るが，たいていの場合その他の年次のデータは入手できず，結局同じデータを複数年収録せざるを得な

かった。

　（2）の表の調査対象年次と原データの関係が不可解な場合は，東京の明治41～45年と富山の明治26～27

年にみられる。東京の明治41～45年では「東京府統計書」を典拠としたところ，明治41年の麦のデータ

が欠落しており，この期間は米データにも問題があったので，東京市の数値を「東京市統計書」と対応

させた結果，次のようになった。

（東京府）

府県統計書の表示年 麦データの調査対象年 東京市統計書との関係

明治40年 明治40年

41年 42年
東京市42年データとは一
vせず

42年 43年

43年 44年 東京市43年データと一致

44年 大正元年 東京市44年データと一：致

大正1年 2年

　富山の明治％～28年については，「富山県勧業年報」の第11～13回を、典拠としたのであるが，第13回に

明治27，28両年の値が記載されており，そのうちの27年分の値が第12回勧業年報の27年の数値と全く異

なっていた。なお，この13回の27年データは11回の26年データとほぼ一致している。そこで，府県統計

書との対応関係を検討したところ，次のようになった。

（富山県）

勧業年報回次（表示年） 麦データの調査対象年 府県統計書との関係

第11回（M26年）

謔P2回（M27年）

謔P3回（M28年）

　　　　　、ｾ治26年はぼ一致

ｾ治27年不一致

ｾ治27，28年

府県統計書26年と一致

{県統計書27年と12回の
Q7年作付面積のみ一致

{県統計書28年と一致

　富山県の明治27年には，第12回と第13回の勧業年報，明治27年府県統計書の3つの典拠があり，その

うち一致するのは，12回と明治27年府県統計書の作付面積だけである。

　また，このファイルでは典拠としなかった時点の府県統計書の例であるが，秋田の明治20～25年の麦

データは次のようになっている。
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府県統計書の表示年 麦表の調査年 統　計　内　容

明治20年 20年調 21，23，24年とは別データ

21年 記載なし 23，24年と同一データ

22年 「明治22年 秋田県統計書」入手できず

23年 20年調 21，24年と同一データ

24年 20年調 21，23年と同一データ

25年 一 麦統計なし

26年 一 麦統計なし

27年 27年調

東京，富山共にこの混乱を解決するに足る根拠がみつかっていないので，共に各典拠の書名の表示年

に従い，データを入力した。

　ここで挙げた諸問題については後日新たな資料が入手できた時点で，再度整理したいと考えている。

注1）附録2，変遷表参

注2）但し16年は山形県達による。この底本は126．ページに記載
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麦データ収録に関する県別注意書き

2．青　森

　　注記事項なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

δ．岩　手

　・M18年は麦データのみ「第2次勧業統計表」による。

　・M26年東和賀郡の大麦のみ田畑別データ，合算して入力する。

　・M28年胆沢郡小麦作付面積を「反収」よワ訂正1i23一→11119（反）

　・M33年「岩手県勧業統計一明治34年」では，麦データとれず，他に資料なし。

　・M34年紫波郡大麦の作伺’面積を「反収」より訂正1458→14445（反）

　・同年同郡の小麦と裸麦の原データは，入れかわっていると考えられるので訂正して収録。

4．宮　城

　・M28年の麦データは「宮城県勧業報告　明治29年」に，「前年比較」がなく，計算できない。

5．秋　田

　・M16年南秋田郡大麦の収穫高を「反収」により訂正　7780．76→778．07（石）

　・M18年仙北郡大麦と小麦の収穫高を「反収」によりそれぞれ次のように訂正

　　大麦　11．989一→119．89（石）

　　小麦　7．87→78．7（石）

　・M22年河辺郡の大麦と裸麦は，並び順等からも品名の誤植と思われるので訂正する。

　・M24年と25年の麦データは同一。但しM24年の府県統計書は20年の麦データが掲載され，　M25年の

　　府県統計書には麦データがなく，ままとする。

　●M26年山本郡小麦の作付面積を「反収」より訂正3鋤一→3800（反）

　・M33年山本郡小麦の収穫高を「反収」により訂正19996一→1996（石）

　・M34年鹿角郡大麦の作付面積を前後年との比較により訂正902一一→92（反）

　●M37年北秋田郡大麦の収穫高を「反収」より訂正1920一→192（石）

6．山　形

　・M17年東村山郡大麦の収穫高を「蕊取」により1356．850一→16627．356（石）と訂正する。なお，

　　同年小麦の欄にはデータが未記入であり1356．850石は小麦のデータかとも考えられるが，根拠がな

　　いので空欄のままとする。

　・M22～28年は麦データのみ第1～7回の「山形県勧業年報」による。

z　福　島

　・M20年河沼郡の小麦と裸麦の原データが逆ではないかと思われるが，詳細不明に付きままとする。

　・M26年安達郡裸麦の数値は平年に比べて大きすぎると思われるが，ままとする。

　・M39年北会津郡の小麦と裸麦の数値が前後年との比較から，入れかわっていると思われるので訂正。

　・M39年西白河郡の小麦と裸麦の数値は，前後年との比較から，入れかわっていると思われるので訂正，
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　・M43年北会津郡小麦の作付面積を「反収」により訂正L2一→2055（反）

8．茨　城

　・M14～16年の河内郡の裸麦の原データ全く同じ，ままとする。

　・M23年「第10回茨城県勧業年報」に「自り」治13年至明治22年拾ケ年間大小裸麦拾ケ年付及収穫高」

　　が郡別で掲載されているが，22年「第9回茨城県勧業年報」と比較したところ，数値がまるで異な

　　っているが，後者を典拠とする。

9　栃　木

　・M20・21年下都賀・寒川は合算データであり，このまま収録する。

　・M25年河内郡裸麦の収穫高の値に疑問があるが，ままとする。

　・M26～28年の間は米データの典拠とは異なっている。麦データの典拠は次のとおり

　　M26年　な　し

　　M27年　第4回栃木県県治概要

　　M28年　第5回栃木県治一班

　・M28年塊谷郡裸麦の畑の収穫商を「反収」より訂正，61捕垂0（石）

　・M29年河内郡大麦の田の作付面積を「反収」より訂正1573一→1157（反）

　・M42年宇都宮市小麦の価額を「合計」から訂正123240一→12240（円）

10．群　馬

　・M38年佐波郡裸麦の畑の収穫高を「反」より訂正886一→487．55（石）

　　同年同郡裸麦の田の収穫高を「反収」・より訂正1403一→140．3（石）

　・M45年麦は田・恋心の値であるが価額は三麦とも，田・畑合算した値眞計上されているので，そのまま収録。

11．埼　玉

　注記事項なレ

12．千　葉

　・M17年の価額のみ，郡別三麦合計総額

　・M33年安房郡小麦の田の価額は「合計」から訂正103一→1025（円）

　・M34～45年の間米。麦データの典拠ま異なっている。（hlOの表参熱）

15．東　京

　・M15年東多摩・南豊島の2郡は合算データであるからこのまま収録する。

　・島唄部データは作業対象外とした。

　・M30年赤坂区の麦（畑）について，前後年との比較及び「反収」より訂正

　　　　　　　　作付面積　　　　　収穫高　　　「反収」

　　大麦　328一→32．8（反）　　5．8－58（石）　　2．00

　　ノ』・麦　　64一→6．4　　　　　7．0一→　まま　　　L20

　　裸麦　　57→5．7　　　　　8．2一→　まま　　　L50

一114一



　・同年荏原部裸麦の田の作付面積は「反収」より訂正500一→50（反）

　・同年北豊島郡小麦の畑の作付面積は「反収」より訂正153510一→15351（反）

　・M31年南多摩郡小麦の田の収穫高は「反収」により訂正4175一→417．5（石）

　・同年北多摩郡小麦の田の収穫高は「反収」より訂正　　　324一→3224（石）

　・M32年西・多摩郡裸麦の田の収穫高は「反収」が空欄で詳しいことは不明であるが，明らかに1桁大

　　きいので，訂正する。　325→32．5（石）

　・M35年南多摩郡小麦の畑の収穫高は「反落」より訂正　2456→11531．5（石）

　・M39年南足立郡小麦の田の作付面積は「反収」より訂正700→70（反）

　・M41～45年，麦データの対象年次に疑問あり，典拠の書名に表示されている年次に従って入力して

　　おく。これについては附録1．の本文Plllを参照されたい。

14．　守申奈月1

　・M34年久良岐郡小麦の田の作付面積を「反収」により訂正50一→5（反）

　・M42年津久井郡大麦の畑作の作付面積を「反収」により訂正87034一→8734（反）

15．新　潟

　　麦データ未収録

16．富　山

　・M24年射水郡の小麦と裸麦の数値は入れかわっているのではないかと考えられるが詳細不明，まま

　　とする。

　・M26～28年のデータについて不明点多し。　（詳しくはPlll参照）典拠の書名．に衷示されている年

　　次に従う。

　・M27年忌新川郡小麦の作付面積を「反収」により訂正　280一→2800（反）

　・同年下新川郡の裸麦の作付面積を「反収」により訂正8193一→819（反）

　・M28年上新川郡小麦の収穫高を「反収」により訂正

　　田　2380一→238（石）　　畑　880→88（石）

　・M30年婦負郡小麦の畑の作付面積を「反収」より292一→2924に訂正。この年は，田と畑の合計数

　　値が出ているので，この合計の作付面積を945→3577（反）と訂正し，収録する。

　・同年の氷見郡大麦の作付面積は，田と畑の数値の合算と「合計」の値が異なっているので，前者に

　　従い訂正する。357一→457（反）

　　　また，同年同郡大麦の畑の収穫高を「反収」により2970一→297（石）と訂正し，田畑計を3188

　　「→515（石）と訂正して収録する。

　・M34，35年掛麦データは同じもの。なお33年以前の典拠は勧業年報，34年以降の典拠は府県統計書

　　であり（鮒表L米データファイル典拠文献一覧参照），33年の府県統計書と勧業年報は内容が一致

　　した。また36年の府県統計“｝の県単位の累計からすればこのデータは35年のものと考えられる。し
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　かし他に情報がない。

1Z石　川，　り8．福　井，　19、山　梨，　20．長　野，21．岐　阜，22．静　岡，25．愛　知

24．三　重

　　以上データ未収録

25．滋　賀

　・M15年「麦作概算表」は伊賀及び西浅井郡の合算値。石高は「各面普通農産表」により郡別に収録

　　できる。一方，作付面積は，16年の両郡の面積比で分けて入力してある。

26．京都，2Z大阪，28．兵庫，2緊奈良，　50．和歌山，51．鳥取，δ2．島根，

ろ5．岡山，ろ4．広島，ろ5．山口，56．徳島，5Z香川，

　　以上データ未収録

58．愛　媛

　・M20年久米郡大麦の作付面積を前後年との比較から訂正5．20一→52，0（反）

る9，高　知

　・M20年高岡郡小麦の収穫高は前後年との比較よリ訂正30164一→3164（石）

　●M34～37年「麦総額」として価額データ有ワ，収録。

　・M41年高知市の麦について，収穫高及び作付面積データのあるのは裸麦のみであるのに，価額デー

　　タは大・小麦についても記載されている。反及び石未満のケースと思われるので大・小麦の価額デ

　　ータ収録する。

40．福　岡

　・M15年「福岡県勧業年報第5回」には麦データなし，他に資料入手できず。

　・M27年宗像郡大麦の収穫高を「反収」よリ訂正　2961一→11961（石）

　・同年　福岡市裸麦の収穫高を「反収」よワ訂正　2424→27332（反）

　●M30年浮羽郡大麦の作付面積を「反収」より訂正351一→3508（反）

　・同年　三池郡裸麦の収穫高を「反収」より訂正106D3一→20383（石）

　●M32年嘉穂郡裸麦の収穫高は，田・畑の数値の合算により，「裸麦の収穫高合計」を訂正する。

　　　3664一→20966（石）

　・同年朝倉郡大麦の収穫高を「反収」により訂正　　426一→992（石）

　・同年久留米市小麦の作付面積を「反収」により訂正87一→187（反）

　・同年浮羽郡小麦の収穫高を「反収」により訂正。3126一→14525（石）

　・M33年久留米市裸麦の収穫高を「反収」により訂正　235一→325（石）

　・M41年企救郡小麦の収穫高を「合計」から訂正22999→2999（石）

　・M44年三瀦部裸麦の価額に疑問有り，ままとする。
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41．佐　賀

　・M38年小城郡大麦の田の収穫高を「反収」により訂正　26297一→2677（石）

　・M42～45年大・小・裸麦の価額のみ，田・畑合計の値である。収録

42．長　崎

　・M27年北松浦郡裸麦の作付面心を「反収」により訂正　5129→51267（反）

　・M41年西彼杵郡裸麦の価額の値に疑問有り，ままとする。

45．熊本

　・M19，20年の麦データの値がすべて同じ，ままとする、、

　・M24年山鹿・山本・菊池・合志郡の各収穫高を「反収」により，1桁ずつ訂正する。

　　山鹿郡大麦・畑277一→2772（石）

　　　　仙台・田1339一→1訂86（石）

　　　　同裸麦・畑　424一→4238（石）

　　　　同誌・田2649一→26491（石）

　　同小麦・畑

　　同同・田

山本郡大麦・畑

　　　　　・田

　　　裸麦・畑

　　　　　・田

　　小麦・畑

　　　　　・田

菊池郡大麦・畑

　　　　　・田

　　　裸麦・畑

　　　　　・田

　　　小麦・畑

　　　　　・田

合志郡大麦・畑

　　　　　・田

　　裸麦・畑

　　　　　・田

　　小麦。畑

　　　　　・田

260一→2599（石）

958一→9582（石）

138一→1384（石）

191一→1914（石）

290一→2902（石）

676一→5758（石）

270一→2699（石）

379一→3794（石）

145一→1449（石）

554一→5541（石）

272一→2720（石）

1712一→1712】（石）

163→1631（石）

547一→5475（石）

250一→2503（石）

172→1721（石）

394一→3939（石）

842一→8420（石）

315一→3149（石）

685一→6854（石）
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　・M35～45年の典拠は米と異なっている。この詳細については，附録1本文P110参照

44．大　分

　　注記事項なし。

45．宮　崎

　・M25年西諸縣郡の小麦と裸麦の作付面積の値を前後年との比較から入れかえる。

　　　　小麦2888一→13250（反），　1667一→5853（石）

　　　　裸麦13250→2888（反），　5853一→1667（石）

　・M32年宮崎郡小麦の畑の収穫高を「反収」より訂正　497→4963（石）

　●同年同郡裸麦の田の収穫高を「反収」より訂正　　　1237一→12372（石）

　・M41年西臼杵郡大麦の畑の収穫高を「反収」より訂正　2454一→24543（石）

　●M42年宮崎郡小麦の畑の収穫高を「反収」より訂正　1432一→7427（石）

46．鹿児島

　・M32年伊佐郡小麦の畑の収穫高を「反収」より訂正9221→922（石）

　●M43年出水郡大麦の作付面積は「反収」より訂正　　　43→451（反）
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附録2．米に関する明治期の統計様式の変遷

　勧業年報と府県統計書に関する制度的な変遷は，本統計資料シリーズ％15「明治期府県の総括統計書

解題」に詳しいが，ここでは「米」の生産統計の表式を中心に整理し直してみたい。

　勧業年報刊行の制度的端緒は，明治10年11月26日付で内務省勧農局長より各府知事・県令宛に頒布さ

れた「農事通信仮規則」（別名「府県通信仮規則」以下仮規則と略称する）によるのであるが，この仮

規則は「…数量其他統計二属スルモノハ成ヘク表二収ムヘシ」と統計表の作成を奨励してはいるが，具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体的な表式を示していない。そこで「先般内務省二於テ改定セル農産表ノ品目二関スル物産ノ生成及ヒ

豊凶作ヲ報スル事……」（傍点筆者）とあることもあり，各府県の刊行物の表式では明治10年8月11日
　　　　　　　　　　2）
輪廓付内務省乙第72号達の農産表を踏襲している形跡が多くみられる。またこの農産表は，明治7年7

月17日に輪廓付内務省甲第18号布達の物産表の縮小改正である為か，府県によってはこの表式にならっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
ている所もみられる。従って，明治7年の物産表，10年の農産表，仮規則の特徴の比較検討を行い，次

いで，明次16年農商務省達第21号「農商務通信規則」とそれに続く改正（明治年間のみを対象とする）
　　　　　　　　　　　　　　4）
を検討するものとする。あわせて，府県統計書の制度的根拠となった明治9年大蔵省乙第87号達による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
「地方統計表調製方及差出期限」及び明治17年9月3日付内務省乙36号達「府県統計書様式統一二関ス

ル件」の米の生産表式に関する部分を抜き出して整理することにしよう。なお，府県統計書については，

この後様式の改訂はなされず，明治26年5月12日付内務省訓令第7号で先の17年同省乙36号達を廃止し

た。ところがこれを受けた各府県では，府県統計書の勧業之部に取り込むことで勧業年報を廃止すると

いう万法を選択した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　これらの法令の主要点を整理すると次の表1のようになる。
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根　　拠　　法

呼

廃

※1

地　：域

分

称
止

区　分

　　類

鋼再付面蔑

価　　　　　額

底　　　　　本

※3

そ　　の

※4

他

明治7年7月17日輪廓付

内務省布達甲第18号

物　　産　　表

MlO年2月内務省番外達により差出停止

M10年　　同省乙72号達により改正

国

表「現米上・中・下」

本文「米」

合まで（石単位以下3位）

記載欄なし

総額　厘位まで

農林省大臣官房統計課編

「明治2年以降　農林省統計関係法規輯覧」

：P34～44

各府県宛

・物品別に数称統一

・緬額は毎月毎の時価の一年平均

・翌3月提出期限

表1 勧業年報及び府県統計書関係の制度の変遷

　　　　　　　　　　　　　　（府県統計書関連法令）

明治10年8月11日輪廓付

内務省達第72号

農　　産　　表

M16年農商務省第21号達によりM16年12月以降

廃止

郡

「米」「編米」

　　　〈石〉

播種旧く反＞

1石当り価額

同左　P59～61

府県宛

・普通物産表，特有物産表に分かれる。

．・ O年比二三有り

・平年に比較して大差のあるときは原因の記載を

要求

・耕地ハ現二植物ヲ栽培スル所ノ段別ヲ謂フ

・通価バー郡中ノ平均ヲ取りー石一斤ノ価額ヲ挙

　クヘシ

・翌3月提出期限

明治9年10月23日輪廓付

大蔵省達乙第87号

統　　計　　表

M10年大蔵省達乙第3号を以て取消し

無指定（県単位を想定）

無指　定

「数量」の項目に記載，単位無指定

記載欄なし

「価金」の項に記載，単位無指定

「昭和20年8月以前　農林省水産統計調産関係法

規輯覧」P113～P　174

府県宛

翌年6月提出期限

「統計表書式解」は表式の下に注記として掲載さ

れている。

一121～122一

明治17年9月3日

内務省乙36号達

府県統計様式

M26年5月内務省訓令7号により廃止

郡及び区

「梗米」　「陸稲」　「濡米」

「収穫」の項に記載，単位無指定

「段別」の項に記載，単位無指定

記載欄なし

総理府統計局「府県統計書様式」

府県（函館，沖縄，札幌，根室ノ四県ヲ除ク）

・年次トハ暦年，年度トハ会計年度ヲ云

・郡ノ内二郡以上ヲ併テー郡役所ヲ置ケルモノモ

　其事実バー郡毎二掲載ス可シ

・数位記入は4捨5入により1位まで

・単位記入を要求

　未詳の場合は「？」｛
　0（ゼロ）の場合は「一」
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（勧業年報関連法令）

根　　拠　　法

呼

廃
地
分

称

　　　　止

域　区　分

　　　　類

単位 P葎付面蔑

価
底

額
本

そ　　の　　他

明治10年11月26日

各府県へ内務省勧業局長よりの照会

農事通信仮規則

（府県通信仮規則）

農林省農林経済局統計調査部編

「昭和20年8月以前農林水産統計調査関

係法規輯覧」〔農林水産統計調査史編集

資料（編の5）〕　P175～178

3府知事35県令宛
　　　　　※5
表式の指示をしていない

・M11年1月1日より施行

・損益計算の目的あり

・臨時報・月報・年報の3種を定める

・この仮規則の採否は府県の自由意志に

　委ねる。

明治16年12月28日

農務省達第21号

農商務通信規則

郡

「梗米（早，中，晩別）」

「血相」　　　　　　　　（第1表）

「陸稲」　「陸儒米」　　　　　（第2表）

〈石〉

作付反別（総反別から不作付反別を控除

する）＜町＞

1石あたりく円〉

同左P246～255　（様式）

函餌，沖縄札幌，根室県を除く各府県宛

・表式不明の為ここでは明治17年山形県

　達丙101号を掲げる

・報道期　毎年3月15日

明治19年3月5日

農務省令第1号

農商務通信事項様式

郡　区

　　※6
「早稲」　「中稲」　「晩稲」　「儒米」

「陸稲」

石（四捨五入）

段（同上）…平年作付よりの増減科目の

内訳説明欄有（参照表式農19a，及び脚注）

記載項目なし

「農商務通信事項統計様式　明治19年22

年改正」

沖縄県を除く各府県宛

・作付段別概算表と収護石高概算表とに

　分かれる

　　　　　　米翌1月

・報

　　　　　　麦其7月

明治22年4月17日

農商務省訓令第26号

農商務通信事項統計様式

　
7
」

区
※
米

　
　
梗

郡
　
「 「儒米」　「陸稲」

石（四捨五入）

段（同　上）

同　左

同　左

北海道庁，府県（沖縄県を除く）宛

・報道期限　同左

明治27年3月30日

農務省訓令第14号

明治27年改定農商務統計様式

明治32年改定

国別郡・市

「並並」　「白米」　「陸米」

石
反

記載項目なし

物産表に同じ　P327～P　388

北海道庁，府県宛

・報告期…米　翌年1月

　　　　　麦　其年8月

・麦は郡市単位各田・畑別表章

・米麦の他は郡市別表章を略す

明治32年7月4日

農商務省訓令第34号

明治32年改定農商務統計様式

明治37年改定

同　左

回　左

左
同
断

同　左

物産表に同じ　P392～P393

同　左

・報告期　同左

・穀物別の表章　同左

・0（ゼロ）と未詳を区分する

・苗代段別ハ本表二記入スヘカラズ

明治37年9月30日

農商務省訓令第11号

明治37年改定農商務統計様式

大正3年11月21日農商務訓令第13号による

同　左

同　出

石
反

記載項目なし

農産表に同じ

道庁，府県宛

・報告期　同左

1）446～P448

・苗代跡地ト難モ作付シタルモノハ，本

表作付反別二記入スヘシ

1
　
2
　
3
　
4

※
※
※
※

この欄のMは「明治」の略をあらわす。

表に余白があって，小数点未満の記入を想定するか，別に指定するかしている場合，単位名に〈　〉を付した。

底本についての書史的事項は127～128ページを参照されたい。またこの欄のPは「ページ」の略をあらわす。

カタカナ文は，各法令の本文より抜葦

5
6
7

※
※
※

この「3府35県」は，当時の地方制度の下で北海道・沖縄を除く全国に相当する。

この場合の区は，明治21年以降の市に相当する。

この場合の区は，明治21年以降の市に相当する。

一123　～124一





これ以降，明治年間内には米麦式等にかかわる制度的変遷はない。

　この一覧表では，米の収穫i高及び作付反別に関する表式に変更のある法令だけをとりあげた。記述の

みの法令で，ここで関係があるものは次の通りである。なお（　）内は筆者による注記である。

　◎明治23年農商務省訓令第62号

　　　　　北海道庁　　府県（宛）

　　米作柄当山へ報告ノ節ハ前期十箇年間ノ平均数ヲ以テ十箇年間ノ平年作ト定メ其ノ増減歩合ハ百分率ヲ用フヘシ

　　但明治二十三年ヨリ向フ十箇年間ハ明治十三年ヨリ明治二十三年二至ル十箇年間収穫高ノ平均数ヲ取り自後毎期

　逓次比例二依ルヘシ

　◎明治27年忌商務省訓令第14号

　　農商務統計様式別冊（「出面」の質疑応答より）

　　山形県質疑　本県名地ノ苗代ハ概ネ通苗代ニシテ稲草ヲ本田へ移植セル後ハ翌年播種期迄休メ置ク慣習ナルヲ以

　テ従来ノ統計表二苗代段別〈殆ントニ千町歩〉ヲ除算セルモ右苗代段別ハ本表作付段別二算入スヘキモノナルヤ

　　回答　左苗代段別ハ作付段別ヨリ拍除ノコト

　◎明治27年農務省訓令第21号

　　　　　北海道庁　府県（宛）

　　米麦作柄及収穫当省へ報告ノ節増減ノ歩合ヲ算出スルニハ最近五箇年ノ平均ヲ以テ平年ノ収穫ト見倣シ計算スヘ

　シ

　　明治二十三年忌省訓令第62号ハ廃止ス

　◎明治34年農商務省訓令第14号

　　　　　　　　　　　府県（宛）

　　明治三十二年当省訓令第34号農商務統計様式中左ノ通り改ム

　　米麦　備考第一項「苗代段別ハ本表二記入スヘカラス」トアルヲ「苗代跡地ニテ作付セルモノハ本表作付段別二

　加入スヘカラス」ト改ム（以下略）

　次に表1に掲げた各法令等の表式について整理することとしよう。なお「府県統計書様式」及び各年次の「農商務

統計様式」の根拠法と本書で用いた底本は次の通りである。

　○物産表様式（略称物産表）

　　　明治7年内務省布達甲第18号（明治7年7月17日輪廓付）底本：農林省大臣官房統計課編r明治2年以降農林

　　省統計関係法規山武』昭和7年

　○農産表様式（略称農産表）

　　　明治10年内務省達第72号（明治10年8月11日輪廓付）底本：物産表に同じ。

　○統計表様式（略称統計表）

　　　明治9年大蔵省達乙第87号（明治9年10月23日輪廓付）底本：農16に同じ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一125一



○府県統計書様式（略称府県）

　明治17年内務省乙第36号達（明治17年9月3日）底本：r府県統計書様式』（総理府統計局所蔵のマイクロフィ

ルム複製本）

○農商務統計様式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　a．農商務通信規則附録表式（明治1〔準）（略称農16）

　　　農林経済局統計調査部編r昭和20年8月以前農林水産統計調査関係法規輯覧』〔農林水産統計調査史編集資

　　料（編ノ5）〕昭和33年

　b．農商務通信事項様式（明治19年）（略称農19）明治19年農商務省令第1号（明治19年3月5日）底本：『農…

　　商務通信事項様式　明治19年3月改正』（総理府擁計局所蔵本のマイクロフィルム複：製本）

　c．農工商通信事項統計様式（明治22年）（略称農22）底本：r農商務通信事項統計様式』（総理府統計局所蔵

　　本のマイクロフィルム複製本）

　d．農商務統計様式（明治27年）（略称農27）明治27年農商務省訓令第14号（明治27年3月30日）底本：前掲書

　　a，以下9まで同様

　e，農商務統計様式（明治32年）（略称農32）明治32年農商務省訓令第34号（明治32年7月4日）

　f．農商務統計様式（明治37年）（略称農37）明治37年農商務省訓令第11号（明治37年9月30日）

　g．農商務統計様式（明治41年）（略称農41）明治41年農商務省訓令第33号（明治41年12月7日）

　※　明治16年農商務省達21号（明治16年12月28日）により農商務通信規則が定められたが，　「本文二関スル通信

　　事項ハ二二主務局ヨリ通牒スヘシ」と記載されている通信事項は発見されていない。そのため，従来この通信

　　事項及表式に言及する時は通信規則に基づいて各府県単位で定めた通信事項が利用されており，ここでもそれ

　　にならった。なお，ここでは山形県丙第101号により農事通信事項様式を代用したが，この米の生産統計表式

　　は，筆者の調べた限りでは，次の2つの表式と一致した。

　　1．明治16年12月の農商務通信規則に吸収されたといわれている（前掲統計資料シリーズ％15　8ページ　松

　　　田芳郎による。）明治16年8月8日付官報第33号の改正農事通信手続に拠る埼玉県の明治16年10月1日付乙

　　　第111号農事通信手続及報告様式のそれと一致している。（官報第33号及び埼玉県の明治16年乙第111号の

　　　底本は，農16に同じ）

　　2．同じく改正農事通信手続きによる大阪府明治16年11月29日乙第162号の表式第13号「稲米産額表」と一致

　　　している。（この底本は石川昭次郎氏所蔵マイクロフィルムリプリント版　「農事通信手続」）

　注表及び注の複刻にあたっては，次の諸点を除きできるだけ原：形をとどめるよう配慮した。

　　（1）縦組を横組に改めた。

　　②　明らかな誤字。誤植を正したほか，当用漢字字体のあるものはこれを用い，漢数字は適宜アラビア数字に

　　　改めた。

　　（3）注の改行は1字アキによって示した。

　　（4）編者が補った注記は〔　〕に入れて示し，原書に用いてある〔　〕は［　コを用いて区別した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一126一



書

　
郡
郡
郡

調

取
某
某
某

産

　
何
何
何

物

　
国

　
某

表産物

某府県

米　　穀　　類

　品　　名

ｻ　　米　上

　　　数　　　　　量

ｽ萬何千何百何十何石斗升合

　　　　　通　　　　　価

煢ｽ萬何千何百何回何圓何十何銭何厘

同　　　　中

ｯ　　　　下

　　　同　　　　　上

@　　同　　　　　上

F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　上

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　上

I　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
@　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　1
F　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　l
戟@　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

農産表
　　　　　　　　　　　　　何　拾
ｾ治何年何国何郡普通物産表　　　　　　　　　　　　　　　府県名
@　　　　　　　　　　　　何箇村

前年比較 前年比較
播種地反別

増 減
産　別

増 減

一石一

ﾒノ高価

米 石
反

儒米（モチ）

蛛@　　　麦

ｬ　　　　麦

＼
＼
Σ

i　　　　ll l　l li　　　　日　　　1 l　　ll　　　　　l

一127一



統計表 明治　　年統計表

物　　産
管　　内　　用 管外輸　出

数　　量 価　　金
数　　量 価　　金 数　　量 価　　金

六
　
　
　
十

物
　
　
　
産

：　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l
戟@　　　：　　　　l　　　　l　　　　l　　　　；

i

府県　　第41　　米ノ収穫高及植付段別

梗　　　　米 陸　　　　稲 橘　　　　米
郡　区

収　　穫 段　　別 収　　穫 段　　別 収　　穫 段　　別

合　　　計

何　　　年

ｽ　　　年

ｽ　　　年

ｽ　　　年

一128一

記載ノ法

十進一位ナラサル計数例ヘ

ハ畝歩ノ及里町間ノ如キモ

ノハ左ノ式二従フ甲六七一・、

二六，三二”　乙七八五、

七，二六，

甲ハ六百七十一里二十六

丁三十二間ニシテノ位”ハ

間ノ位ナリ乙ハ七十八町五

段七畝、八里ノ位，八町二

十六歩ニシテ、八段の平畝

ノ位，，

六十　物産其品名数量

（数量ヲ記スハ総例ノ記載

法及ヒ内務省明治七年甲第

18号ノ布達二参照スヘシ）

価金ヲ列載シ（中略）

但シ其産物ノ種類ハ管内ヲ

通シテー種ノ価五百円以上

二充ルモノヲ択ヒ多少二順

テ序列ス其数二三タサルモ

ノハ挙ルニ及ハス然レトモ

後年盛大二野ルヘキモノ及

ヒ嘗テ外国ノ博覧会二出セ

ル物品方今海外二輸出スル

物品井二外国模製物ノ如キ

ハ五百円以上二二サルモ，

特二之ヲ挙クベシ

農事通信手続二依リ農商務

省二報告スル所ノ事実ヲ記

入スヘシ



農16a　不作付ノ事故及ヒ

収穫増減ノ理由等ハ備考欄

内二記スヘシ

農16a　第13号　稲米産額表　　報道期毎年3月15日　第1表
内　　　　　　　　　　　　訳

何　郡 総　　段　　別
作付　段　別 不　作　付　段　別

田 町 町 町

前年比較 前年比較
作付段別 増 減

収　　穫
増 減

壱段歩収穫 壱平価

早 町 町 町 石 石 石 石 円

梗　米 い

晩

計

嬬　米
梗享霜総計

備考

b〔第13号〕第2表

何　郡 乍付段別 前年比較 収　穫 前年比較 壱段目

禔@穫
壱石弓

増 減 増 減

陸　米 町 町 町 石 石 石 石 石

陸今暁
総　計
備考

農19a　何府県米穀作付段別概算表　　明治何年分　報道期翌年1月

四丁名
平年作

t段別
平年ヨリ増段別 平年ヨリ減段別 増減差引

?t段別

内　　　訳

科　　　目 段　別 科　　　　　目 段別 種類 段別

何区郡

　段

A　　　、　　、

新段別入
n種変換
r地起返
ｼ作地作付
{　作　戻

ﾖ宜作付
〟@　　計

＼’段、　　、　　　、

A　　　、　　　、

A　　　、　　　、

A　　　、　　　、

A　　　、　　　、

A　　　「阯　　、

地　種　変　換
r　　地　　成

V災無作付
L害無作付
ｼ　種　作　付
膜ﾌアリ無作付
〟@　　　　計

’段

≠
撃
撃
撃
撃

、　　　、　　　、　　　、

‘段．早稲

@　中稲
@　晩稲
@　嬬米
@　陸稲
@　合計

・段
撃
撃
撃
戟
A
　
　
　
、

総　計

備考　前年二対スル増減ノ事由ヲ陳述スベシ

b何府県米穀収穫石高概算表　」男治何年分、報道期翌年1月

郡山名
平年収禾

ﾎ　　直
平年ヨリ増収穫高 平年ヨリ減収穫高 増減差引

絈n高
内　　　訳

科　　　　目 石高 科　　　　　目 石高 種類 石高

何区郡

　石

@｝　、

A　　　、　　、

気候上兵
¢∫n出来栄

ｼ地出来栄
瘧V地出来栄

|養適良
A地作付二
〟@　　　計

・石

撃
撃
撃
撃
撃

気　候　不　1順

i
　
　
　
　
　
婚
風
　
雨
　
琶
　
害
霜
　
　
講
　
　
害
障
碍
地
出
来
島
虫
　
害
　
病
　
野
鳥
　
　
獣
　
　
害
耶
故
ア
リ
出
来
国
華
地
無
作
付
一
合
　
　
　
　
　
計

・石
撃撃

ll
撃撃

ｱ：

P�

　石、

@　、　　　、　　、�

稲中

赶ﾓ

誾ｴ

ﾄ陸
諸㈹

v�

石、

@　、、

@　　、、

@　　、、

@　　、、

@　　、

　計�
考　前年二対スル増減ノ事由ヲ陳述スベシ�

16b　前年二対スル翠煙
由ハ備考欄内外記スヘシ

19ガb　右米麦作付段別
穫石高概算表ハ明治13年

月大蔵省乙第4号達二拠

年々調整シタル例二伸ヒ

本表ノ通り調整スルモノ

ス　1　本表作付段別
減科目ノ内　「中肉戻リ

」ト岬町麦作セシ植地二

間他ノ植物ヲ播種シ本年

期リ復旧セシモノ「便宜

付増」トハ畦畔ヲ廃山シ

平ヒ天水不定場共堅作毛
都合下総：テ農事ノ便宜二

リ作付セシモノ「有害無

付減」トハ虫害鳥獣害塩

金属ノ噴気或ハ卑湿旱燥

ノ陳害地ニシテ作付シ能

サルモノ「千種作付減」

ハ収益ノ野作二階ルカ又

栽培上ノ都合等二依リ菜

等ヲ播種シ平作ノ減シタ

モノ「事故アリ無作付減」

四手余り苗不足其他専ラ

事ノ支障二関スル類及ヒ

シキ災害ナク自ラ水路破
等二上リ作付シ解職サノレ

ノヲ云フ　又収穫石商増

科目ノ内「障碍地出来栄」

ハ溺半半ヒ金属ノ噴気或

山陰木陰等常二障害アル

地目シテ本年幸ヒニ増収

シモノ又「同上出来劣」

ハ右障碍翠煙リ減収セシ

ノ「事故アリ出来劣減」

ハ人事二関スル支障ヲ以

播種季節後レ琴唄培養不

全ヨリ生セシモノ「作付
」　「作付減」トハ植地ノ

減ニヨリ生シタルモノヲ

フ　1　黒表一郡区二纒
計算スルノ際二当リ其計

ハ四捨五入ノ法ヲ用ヒ段

ハ段位二郎メ石高ハ石位

止ムベシ
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農22 庁府県米穀作付段別及収穫石高概算表 明治何年分　報道期翌年1月

郡区名 種　類 本年作付段別 本年収穫　同 一段歩収穫高
梗　米 段 石 石

橋　米

陸　稲

計

梗　米

蠕　米

陸　稲

計

梗　米

総 計
儒　米

､　稲
計

備

考

農22　1　本表一郡区二纏
メ計算スルノ際二当リ其計

数ハ四捨五入ノ法ヲ用フベ

シ以下此例二準フ

但一段歩収穫高計数ハ単位

以下三位ノ分数ヲ存スルヲ

例トス

農27米　　（調査毎年　報告期翌年1月）明治何年分

玉 郡市
作　付　段　別 収　　穫　　高 一段二二付収穫高

梗米 嬬米 陸米 計 梗米 儒米 陸米 計 梗米 儒米 陸米

白市 町反 高高 高高 町反 石 石 石 石 石 石 石・
　
国

何測

計

・
　
国

何郡

P
計

合計

農27　1　前年二対スル増

減ノ事由ヲ記載スヘシ以下

此例二準ス　聾　一段歩収

穫高計数ハ単位以下三位ヲ

存スルヲ例トス

農32米　　（調査毎年　報告期翌年1月限）明治何年

作　付　段　別 収　　穫　　高 一段歩収穫高
国 郡市

梗米 儒米 陸米 計 梗米 回米 陸米 計 梗米 嬬米 陸米

何市 段 段 段 段 石 石 石 石 石 石 石何
　
　
国

何郡

計

何郡何
　
　
国

何日

計

合計

農37第1米（報告期翌年1月限）明治何年

国 郡市
作　付　段　別 収　　穫　　高 一段歩収穫高

梗米 儒米 陸米 計 梗米 糀米 陸米 計 梗米 儒米 陸米

肺 反 反 反 反 石 石 石 石 石 石 石墨
　
，
国

何郡

計

何
　
　
国

三
二
郡
計

合計

農41第1　米　〔農37に同じ：他の表式変更はあるカ㍉米の生産統計には影響はない〕

農32　1　苗代段別日本表

二記入スヘカラス　1　前

年若クハ平年二対スル増減

理由ヲ記スヘシ以下諸表之

二準ス　1　事実ナキモノ

ハ「一」又事実未詳ノトキ

ハ「未詳」ノニ字ヲ附記ス

ヘシ以下之二同シ　1　一

段歩収穫高ノ計数ハ単位以

下三位ヲ存スルモノトス

農37　（注意）1　苗代跡

地ト雛モ作付シタルモノ川

本表作付段別二記入スヘシ

1　病害虫害水害等二依リ

収穫皆無ノ地ト雛モ作付セ

シモノハ総テ其段別ヲ調査

スヘシ　1　一段歩収穫高

ハ単位以下三位即チ合マテ

算出スヘシ　1　前年若ク

ハ平年（平年トハ最近七箇

年中二於テ最豊最凶ノニ箇

年ヲ除キ残り五箇年ヲ平均

シタルモノナリ）二対シ増

減ノ理由アラバ之ヲ記スヘ
シ

高高16a以下農41までの表式については，本統計資料シリーズ％15「明治期府県の総括統計書解題」52，53，68，

69ページより一部転載。
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　さて中央官庁からの各府県への達，訓令等では上述のような変遷があったが，各府国が県内の郡役所

宛に出した達が中央官庁からのそれと同じ統計表式を定めていたかという点については疑問が残る。し

かし，今回の作業期間内に筆者が参照し得た県レベルの達類のうち，中央官庁の統計様式関係法令の内

容の変更に基づいて自県内のそれを改定したことが明らかなものは次の2点しかなく，そのいずれも中

央官庁の表式等と一致しており，筆者の推測を裏づけるものとはならなかった。

・明治19年農商務省農商務通信事項様式に拠る同年兵庫県達乙第137号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
・同じく同年埼玉県乙第42号
　　　　　　　　　　　　7）
　一方，山形県については，未発県である明治16年農商務通信規則の様式の代用として明治17年同県丙

101号が用いられ，その後農商務通信規則の実施にあたって農商務省に質疑を寄せる等しており，同県
　　　　　　　　8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）

は統計表式が比較的整いかつその適用に熱心であると思われたが，その刊本に1ま2つの府県総括統計書

の間に数値の不一致もあり（本文17ページ参照），また表章形式も作業上問題があったので，ここにあ

げておく。
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山形県府県総括統計書刊行状況

’

所在不明　　　　　　　刊行状況不明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府県統計書に併合

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勧業の部となる

　　調査対象年

s道府票名

明
治
塵
0 n 12 13 董4 15 16 17 18 19 ⑳ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 ．30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

勧　業　年　報 夏 2

ゆ O

一
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20

府県綾計書絶 △ ▽ ▽ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

△　：県治一覧表

▽　：統 計 表

◎　：統 計 書
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　山形県から各郡役所に対レ農商務通信規則を丙第101号として達したのは，明治17年4月18日のこと

であり，この後同年12月に出された「明治十互年度勧業年報」と翌18年12月に出された「明治17年度勧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、
業年報」の表式は次のようである。

明治十互年度勧業年報
　　　！、

　　注）16年度は同形式の別表

山形県農商課　明治17年12月刊行

物　産表　　明治15年度　＊　（・）千位

普　　　　　　通 特　　　　　有

種目 播種地反別
前年比

r増減
産　額

前年比

r増減

一石
@　ノ通価一斤

種目 産　額
前年比

r増減

一石
@　ノ通価一斤

某
国
某
郡

米
儒
米
大
麦
　
：

石
…
：
…
斤

斤

ii■　i　iiiii i
曇

明治17年度勧業年報　　山形県農商課　明治18年12月刊行

第九 米麦産額表

郡　　名 作 付　反　別 収 穫 一反歩収穫

梗　米
’　　　丁 石 石

儒　米

大　麦

小　麦

梗　米

儒　米
合　　計

大　麦

小　麦
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明治22年　山形県勧業年報

米 明治24年7月刊

明治23年～28年

勧業年報も同表式

市郡 二十二年

町・

二十一年

町・

増

町・

減

町・

表中苗代ニシテ苗ヲ植付ケ

ル反別ハ総テ算入セス

合計

二十二年 二十一年 増 減

市　郡
産額 価額 産額 価額 産額 価額 産額 価額

石 圓 石 圓 石 圓 石 圓

合　計

（郡別なし）

二十二年 二十一年 増 減

種　類
梗 儒 梗 儒 梗 儒 梗 儒

早　稲

?@稲

ﾓ　稲

石 石 石 石 石 石 石 石

合　計

（郡別なし）

年　次 作付反別 産　額 価　額 一反歩生産額 一石の価額

二十二年

�¥一年

�¥年

¥九年

¥八年

町 石 圓 石（小数以

ｺ3位）

圓
（
〃
）
●

平　均
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　この表式から明らかなように，刊本では先にあげた明治17年山形県丙101号の表式（農16a・b）と

はまるで異なっており，明治22年以降28年までの勧業年報になると，明治16年及び19年の農商務通信規

則の表式とも異なっており，（次表及び農19a・b参照）梗・濡・陸稲別の作付面積値すら収録されて

いない等，むしろ統計としては粗いものとなっている。この原因はおそらく，統計調査実行時の表式の

不備ではなく表土段階での取捨選択によるものと思われるが，今日この統計調査個票及び薄冊類を入手

することは困難であり，我タが得られる統計としては，前述の粗いレベルに留らざるを得ない。

　　　明治18年　山形県統計書　　　　明治20年11月刊行

第三六　米ノ収穫高及植付段別

梗　　米 陸　　稲 糟　　米
郡　名

収　穫 段　別 収　穫 段　別 収　穫 段　別

合　計

明治19年　山形県統計書 明治21年4月初行

第三七　米ノ収穫高及植付段別

郡　名
梗　　米 陸　　稲 儒　　米 一反歩収穫高

収穫 段別 収穫 段別 収穫 段別 梗米 陸稲 濡米
石 町．反 石 町反 石 町．反 　石

k飴

　石

i〃）

　石

i〃）

合　計

十八年

　この間に出された18・19両年の府県統計書の表式を参考までにあげると次のようになる。

　明治19・20年の山形県統計書と明治21～28年の統計書との微妙なくい違いは，次のような点である。

　1．24年以降「一反歩収穫高」の小数点以下の桁数は3位までとなる。

　2．20年以降「合計」に続V・て，累年比較が計上されることとなるが，20年は過去2年分，21年は3

　　華分，22年以降は4年分についてであった。

またさらに，山形県の刊本のうち先にあげた前後の年次でこのファイルの典拠になったものの表式も明

示しておくものとする。
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　明治11年　山形県県治一覧表

物　　産　　　　　　　　　　　　　　　　（郡別の数値はない）

品　　目 数　量 通　価 品　　目 数　量 通　価

米大　　麦

c

．儒

ｬ　　麦

@… 、

・金員ハ円位二，ヲ附シ厘

ヲ以テ極トス

・数ハ石位二，ヲ附シ合二

以テ極トス

　明治12年　山形県統計表

物　産

第九二　　普通物産

M13年山形県統計表も同一

表式

郡　　名 品　　名 数　　量 価　　金 平　均 価

石 円 円

米
（ （ （

儒　　米 小 小 円

： 数 数 以

：
点 点 下

・
：

以 以 三
下 下 位

米 三 三 ま

儒　　米 位 位 で
ま ま ）

で で
） ）

明治29年 第8回山形勧業年報　　　　　　　　第10回，11回同表式も同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　左梗　　　米　　　　　　　　（儒米・陸稲も同表式）

郡　市 作付反別 産　額 価　額 一反歩収量 一石価格

反 石 円 　石

i小数以

ｺ3位）

　申

i小数以
ｺ3位）

合　計
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明治50年　第9回山形県勧業年報
’作　付　反　別 産　　　　額 一反歩収量

郡　市
梗　米 編　米 陸　米 梗　米 儒　米 陸　米 梗米 編米 陸米

石●　石　　●

i小数点以下
R位まで）

石
●

合　計

第12，13回表式も同左

明治55年　第14回山形県勧業年報

郡　市
作　付　反　別 産　　　　額 一反歩収量

梗　米 儒　米 陸　米 梗　米 儒　米 陸　米 梗米 濡米 陸米

某
　
区

郡 堕
町
反
■

町
反
● 石 石 石 石合 石合 石合

合　計

郡

区

合　計

合　計

第15～20回表式も同左

なお，山形県統計書の明治20～28年，明治43～45年については，前掲の明治19年山形県統計書の表式

に同じである。
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注1）農業通信仮規則第13則

注2）　　　〃　　第6則

注3）農産表の冒頭に「当省七年甲第拾八号達シニヨリ取調候物産表之儀ハ品類繁雑二渉リ地方ノ労費ヲ増シ候二付

　　今般更二改正先ツー般生産二緊要ナル農産物ヲ選ヒ…（後略）」とある。

注4）明治16年12月お日付

注5）明治9年10月23日輪廓付

注6）底本は物産表に同じ。

注7）底本は農16に同じ；。

注8）例えば前掲「昭和20年8月以前農林水産統計調査関係法規輯覧」

注9）例えば，明治17年4月14日付の「山形県ヨリ通信規則ノ儀二付伺」，明治27年改定農商務統計様式　別冊」に

　　含まれる山形質疑等。
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1勧業年報」等による聖別米麦データファイル

　　　　　一明治11～45年一
一「勧業年報」によるデータベース編成事業報告書（5）一

昭和57年3月31日

発行所

印刷所

一非売品一

大井博美
一橋大学経済研究所
日本経済統計文献センター

　　東京都国立市中2の1

　　電話　（0425）72－1101

コロニー東村山工場
東京都東村山市秋津町2－22－9

　　電言舌　　　　（0423）94－1111
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「勧業年報」等による郡別米麦データファイル

正 誤 表

　19～20ページの附表1については，

誤記の他に，新たに入手した資料に

よるデータの追加もあるので，次の

ように追加訂正する。

県　名 年　次 記号 追・訂・削

宮　城 1ユ F 追加

27 0 追加

神奈川 14～ユ6 F 削除

石　川 14 F 追加

滋　賀 23 0 訂正

大　阪 13 K1 追加

兵　庫 11 0 追加

岡　山 20 0 追加

広　島 13 ◎ 追加

14 ◎ 削除

愛　媛 16 F 追加

福　岡 19～21 ◎ 訂正

熊　本 28 0 追加

大　分 28 0 追加

頁 行 誤 正

51 24 M27年「宮城県治一班明治27年」

58 16 29

69 18 桁はずれ 高ずれ

75 29 36

77 22 M23年「滋賀県農商工要覧」

78 26 25

27 24

82 6 M11年「兵庫県統計概表明治11年」

7 M12年「兵庫県統計概表明治12年」

8 M13年「兵庫県統計概表明治13年」

9 M14年「兵庫県統計歯固明治14年」

90 6
篭

・M22・・不採用。 全文削除

9 統計書」は 統計書」，「明治38年岡山県統計書」は

10 第130表にあた 第130表，第157表にあた

16 M20年「岡山県治一班明治20年」

92 7 M14年 M13年

99 20 M19年「福岡県農商工統計表第1回」

21 M20年「福岡県農商工統計表第2回」

22 M21年「福岡県農商工統計表第3回」

102 28 M28年「熊本県治一班明治28年」

103 26 M28年「大分県治一班明治28年」

105 44 41

109 2 米デーコ・フ 米データ・フ

116 12 5．20→52，0 52．0→520

裏 25 松山芳郎 松田芳郎

裏は裏表紙
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